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祝20歳
令和7年「甲州市20歳の出発」
祝20歳
令和7年「甲州市20歳の出発」

はたちはたち たびだちたびだち

※電話でお申し込みください。（土・日・祝日を除く午前8時30分～午後5時15分）

　各児童センター・親子館では２月も親子でふれあう活
動をします。ぜひご参加ください。
開館時間	 午前９時30分～午後１時30分（月～金）
利用できる方	 未就学児と保護者

※お誕生日イベントも常時開催しています。各館で手形、メダル、フォトス
タンドのプレゼントを用意しています。2月が誕生日のお友達、集まれ！
※詳細は、各館にお問い合わせください。

	塩山南児童センター　☎33-7900
	塩山北児童センター　☎33-7800
	東雲ふれあい親子館　☎44-3723

日程 イベント内容 場所

10日（月） ボールの日 塩山北児童センター

12日（水） 風船の日 東雲ふれあい親子館

28日（金） 新聞紙であそぼう 塩山南児童センター

25日（火）～27日（木） お絵かきハウス 各館

〒404-8501 山梨県甲州市塩山上於曽1085番地1　☎0553-32-2111　℻0553-32-1818　ホームページアドレス／https://www.city.koshu.yamanashi.jp　メールアドレス／ info@city.koshu.yamanashi.jp
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甲州市高齢者スマートフォン購入費
補助事業対象講座

要申込・無料

 総務課 デジタル推進担当　☎32-3700

スマートフォンの基本的な操作方法を学びます
日　時 	2月12日（水）午後1時30分～3時
場　所 	甲州市民文化会館	3階	第2研修室
日　時 	2月27日（木）午後1時30分～3時
場　所 	甲州市民文化会館	2階	第3会議室
定　員 	各回8名程度　 持ち物 	お持ちのスマートフォン
（貸出あり※お持ちでない方はご相談ください。）
※令和7年3月まで、毎月2コマ開催します。
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選ぶ、楽しさ。
昭和堂

創業99年昭和堂
☎
甲州市塩山下於曽 1541-1（塩山バイパス通り）

定休日　水曜
営業時間　10：00～19：00
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　本日は甲州市、甲州市教育委員会、「甲州市2
はたち

0歳の出
たびだち

発」実行委員会の主催のもと、この
ように盛大な式典を開催できたこと、本当に嬉しく思っております。
　私たちは本日より大人の仲間入りをさせていただきますが、今日という佳き日を迎える
ことができたのは、決して私たちだけの力で成し得たことではありません。私たちを温か
く見守ってくださった地域の方々、私たちに寄り添い導いてくださった先生方、そしてい
つも傍で私たちの味方でいてくれた家族など多くの支えがあり、ここまで成長することが
出来ました。また、こうして互いに支え合って、かけがえのない日々を過ごした仲間と共
にこの「2

はたち

0歳の出
たびだち

発」を迎えられたことを大変嬉しく思っています。
　激動の現代社会において2

はたち

0歳を迎えることの意味を深く考え、その責任と自覚を胸に
刻み、これからの人生を後悔のないように一歩一歩進んで参る所存です。これから多くの
困難に直面することもあるかと思いますが、粘り強く挑戦し続けることで、自らの可能性
を広げていきたいと決意を新たにしております。
　結びにご多忙にも関わらずご出席を賜りましたご来賓の皆さま、式典にあたりましてご
尽力くださいました皆さまに心から感謝申し上げ、お礼の言葉とさせていただきます。

お礼の言葉 「甲州市2
はたち

0歳の出
たびだち

発」　実行委員長 山中隆弘

　１月12日、甲州市民文化会館で、学年年齢20歳の方を対象に令和7年「甲州市2
はたち

0歳の出
たびだち

発」
が開催されました。本年度は307名の皆さんが20歳を迎え、艶やかな振袖や真新しいスーツ
に身を包み、感謝と希望を胸に新たな門出となる式典に集いました。
　式典は、実行委員会により進められ、鈴木市長が「自分を信じて、目標に向かって進んで
いってください。」とエールを送りました。
　式典終了後は、恩師や友人らとの久しぶりの再会に喜び、会場は晴れやかな笑顔が溢れる
とともに、新たな門出の第一歩を踏み出しました。

「甲州市2
はたち

0歳の出
たびだち

発」
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　本日、「20歳の出発」という節目の日を迎えることができました。この甲州市で、地元の
仲間と共にこの日を迎えられたこと、大変嬉しく思います。
　私たちはこれまで、家族や先生方、地域の皆さまに支えられながら成長してきました。
そして今日からは、大人として社会の一員になります。自由が広がる一方で、自分の行動
に責任を持つ必要があります。その自覚を胸に、自分の言動を見直しながら、人に支えら
れる存在から人を支える存在へと成長していきたいと思います。
　私たちは今、激動の時代に生きています。技術の進化により、多くのことが機械やAIに
置き換えられ、日常の景色が目まぐるしく変化していく中で、「情報」という目に見えない
モノの価値が徐々に大きくなってきています。その中で、私たちは2020年からの数年間、
困難な経験を重ね、多くのものを失ったように感じました。しかし、その体験を通じて、人
との繋がりや関わりの大切さを深く理解することができたと思います。これからも人と
の繋がりを大切にし、心の温かさを忘れずに生きていきたいと考えています。
　最後に、今日この日を迎えられたのは、地域の皆さま、恩師の方々、友人、そして何より家
族の支えがあったからです。この感謝の気持ちを忘れず、これから恩返しできるよう努力
していきます。これからの人生では、困難や挫折もあるでしょう。しかし、20年間で培っ
た力を糧に、どんな困難も乗り越えていきたいと思います。一度きりの人生を、悔いのな
いように、自分らしく精一杯生きていきます。

20歳の抱負 「甲州市2
はたち

0歳の出
たびだち

発」　代表 星野大海

出席者へ配布されたしおりのデザイン 作：松岡千冬さん
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１
部

塩
山
分
団
　
第
３
部

塩
山
分
団
　
第
４
部

甲
州
市
消
防
団
長
感
謝
状

佐
藤
　
和
正（
前
団
長
）

佐
藤
　
　
誠（
前
塩
山
分
団
長
）

北
井
　
公
史（
前
奥
野
田
分
団
長
）

手
塚
　
達
也（
前
松
里
分
団
長
）

田
辺
　
健
太（
塩
山
分
団
）

古
屋
　
博
之（
塩
山
分
団
）

小
澤
　
直
也（
奥
野
田
分
団
）

柏
木
　
　
司（
奥
野
田
分
団
）

手
塚
　
雄
二（
松
里
分
団
）

高
石
　
誠
治（
松
里
分
団
）

雨
宮
　
弘
記（
玉
宮
分
団
）

中
根
　
　
淳（
大
藤
分
団
）

小
野
　
隆
太（
神
金
分
団
）

丸
田
　
充
宏（
神
金
分
団
）

古
屋
　
紘
央（
勝
沼
分
団
）

大
竹
健
太
郎（
勝
沼
分
団
）

小
泉
　
雄
也（
祝
分
団
）

大
村
　
太
一（
東
雲
分
団
）

佐
野
　
昌
稔（
東
雲
分
団
）

西
矢
　
智
一（
菱
山
分
団
）

林
　
　
洋
平（
大
和
分
団
）

優
良
部

塩
山
分
団
　
　
第
５
部

奥
野
田
分
団
　
第
２
部

松
里
分
団
　
　
第
２
部

玉
宮
分
団
　
　
第
１
部

大
藤
分
団
　
　
第
１
部

神
金
分
団
　
　
第
２
部

勝
沼
分
団
　
　
第
３
部

祝
分
団
　
　
　
第
１・２
部

東
雲
分
団
　
　
第
３
部

菱
山
分
団
　
　
第
１
部

大
和
分
団
　
　
第
１
部

優
良
団
員

石
川
　
威
重（
塩
山
分
団
）

白
川
　
直
樹（
塩
山
分
団
）

渡
邉
慎
太
郎（
塩
山
分
団
）

古
屋
　
祐
介（
奥
野
田
分
団
）

雨
宮
　
龍
一（
奥
野
田
分
団
）

藤
原
　
一
樹（
松
里
分
団
）

古
屋
　
和
浩（
松
里
分
団
）

竹
井
　
翔
悟（
松
里
分
団
）

古
屋
　
　
将（
前
玉
宮
分
団
長
）

古
屋
　
勝
弘（
前
大
藤
分
団
長
）

雨
宮
　
智
紀（
前
神
金
分
団
長
）

丸
山
　
浩
一（
前
勝
沼
分
団
長
）

山
田
　
陽
平（
前
菱
山
分
団
長
）

岸
本
　
　
晋（
前
大
和
分
団
長
）

団
長
訓
示

市
長
あ
い
さ
つ

操
法
披
露

表
彰
状
贈
呈

分
列
行
進

甲州市消防団

出初式出初式
　甲州市消防団は1月5日、塩山総合グラウンドで出初式を挙行しました。
　日頃から地域の消防・防災活動に貢献している団員の方々に、山梨県消
防協会長等から表彰状などが贈呈されました。受賞された皆さんは次の
とおりです。	 （敬称略・順不同）

　消
防
団
は
、
地
域
に
お
け

る
消
防・
防
災
の
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
、地
域
に
密
着
し
、住

民
の
安
全
と
安
心
を
守
る
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま

す
。　あ

な
た
の
チ
カ
ラ
が
消
防

団
に
は
必
要
で
す
。

●
応
募
資
格

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の

18
歳
以
上
の
方

（
男
女
は
問
い
ま
せ
ん
）

●
待
遇

年
報
酬・手
当
支
給
、公
務

災
害
補
償
、退
職
報
償
金

（
勤
続
５
年
以
上
）

 

総
務
課

行
政・危
機
管
理
担
当

☎
32
‐
5
0
4
1

自
分
た
ち
の
街
だ
か
ら
、

自
分
た
ち
の
手
で
守
り
た
い
。

甲
州
市

消
防
団
員
募
集

7 広報こうしゅう 6令和 7 年 2 月



 山梨税務署　☎22-1411（代表）※自動音声に従って用件の番号を選択すると担当者が用件にお答えします。

○「国税庁ホームページ」には、金額等を入力
すると、自動計算で確定申告書等の作成が
できる確定申告書等作成コーナーがありま
すのでぜひご利用ください。
※マイナポータル連携を利用すれば、さらに簡単に確定申告書が作成できます。

「作成コーナー」
はこちら

マイナポータル連携の
詳細はこちらから

確定申告は自宅からスマートフォンで！

　税務行政のデジタル化における手続きの見直しの一環として、令和7年1月から、申告書等の控えに収
受日付印の押なつを行わないこととしました。
　令和7年1月から申告書等を書面で提出する際は、申告書等の正本（提出用）のみを提出（送付）してくだ
さい。

申告書等の控えへの収受日付印の押なつについて

納付期限 　【所得税および贈与税】 3月17日（月）　【消費税】 3月31日（月）
○申告書の提出後に税務署から納付書の送付や納税通知等のお知らせはありませんのでご注意くださ

い。
振替納税について

　所得税や消費税の納付には、金融機関や窓口に出向かなくても納付手続きができる「振替納税」が便利
です。ぜひご利用ください。
なお、新たに振替納税をお申し込みの場合は、「預貯金口座振替依頼書兼納付書送付依頼書」を納付期限
までに提出してください。
○振替納付日　【所得税】 4月23日（水）　【消費税】 4月30日（水）

国税の納付は「キャッシュレス納付」が大変便利です。「振替納税」以外にも「キャッシュ
レス納付」の方法があります。

詳しくはこちら

納付期限と納付方法について　

期　間 　2月17日（月）〜3月17日（月）※土・日・祝日を除く。

会　場 　夢わーく山梨 3階 大集会室（山梨市上神内川1348）
時　間 　受付／午前8時30分〜午後4時　相談／午前9時〜
持ち物 　・ご自身のスマートフォン　・マイナンバーカード

※マイナンバーカードを発行する際に設定したパスワード2つ（利用者証明用電子証明書（数字4桁）、署名用電子証明書（英数字6
文字以上16文字以下）も必要です。併せてご確認をお願いします。

・前年の申告書等の控えや源泉徴収票など申告に必要な書類、筆記用具、マイナンバーに係る本人確
認書類（①マイナンバーカードまたは②通知カードなどの番号確認書類および身元確認書類）

・税務署から確定申告書またはお知らせのはがき等が送付されている方はその書類等
○確定申告書作成会場では、混雑回避のために「入場時間を区切った入場整理券」を配付します。
○入場整理券の配付状況に応じて、受付を早く締め切る場合があります。
○入場整理券は、当日、会場で配付するほか、LINEによる事前発行で入手することが可能です。ぜひ、

LINEによる事前発行をご利用ください。なお、電話での受付は行っておりませんので、ご注意くださ
い。

○入場整理券はLINEアプリで国税庁LINE公式アカウント
を「友だち追加」して取得できます。

○贈与や不動産の売却に係る申告相談は、開設期間にご来
場ください。

○原則、スマートフォンで申告書を作成していただきます。
○申告書等の提出のみの場合は、税務署に直接お持ちいただくか、東京国税局業務センター甲府分室へ

郵送してください。
　【書類の送付先】〒400-8541　甲府市丸の内1-1-18　甲府合同庁舎
○確定申告関係の用紙は、「国税庁ホームページ」からダウンロードできます。

※税務署および市役所の用紙の数には限りがあります。

○ふるさと納税ワンストップ特例を申請された方が、確定申告書を提出した場合は、ワン
ストップ特例の適用が無くなります。そのため、確定申告書を提出する場合は、ワンス
トップ特例を申請した寄附金も申告する必要がありますのでご注意ください。

来場者へのお願い

○申告書作成会場に関するご質問について、夢わーく山梨への問い合わせはご遠慮ください。

詳しくはこちら

申告書作成会場の開設について

友だち追加は
こちらから！

山梨税務署からのお知らせ
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いきいきライフ通信

第三者行為でケガや
病気をしたときは届け出を！

第三者行為でケガや
病気をしたときは届け出を！

第三者行為でケガや
病気をしたときは届け出を！

令和6年11月の医療費
国保連診療報酬請求額基準

	 2億8,647万円（前年同月比	+3,419万円）
	 3万7,928円（前年同月比	+6,139円）

市の医療費全体
市の1人当たり医療費

パパママクラスへようこそ！パパママクラスへようこそ！

 健康増進課 健康づくり担当　☎33-7812

 子育て支援課 こども支援担当　☎32-5081

　市のパパママクラスでは、インターネットだけでは
分からない情報を保健師や助産師がお伝えします。

　出産や出産後に向けて準備を進めている方、これから準備を始めようと思っている方もぜひご参加くだ
さい。不安なことや分からないこと、気がかりなことを一緒に解消しながら、安心して新しい家族を迎える
準備をしていきましょう。

参加者からの声
同じ時期に出産を迎えるママ
さん、パパさんと交流できて
嬉しかった。

ネットの情報だけでは不安だった
ので、助産師さんや保健師さんか
ら直接教えてもらえてよかった。

制度改正による児童手当の手続きが未申請の方へ制度改正による児童手当の手続きが未申請の方へ

　令和6年10月分（令和6年12月支給分）の手当か
ら、児童手当の制度が変わりました。
　制度改正による児童手当の手続きは、3月31日
（月）までです。

申請が必要な方
・所得上限限度額超過により令和6年6月時点で、
児童手当（特例給付）を受給していない方

・高校生年代の子のみを養育しており、令和6年6
月時点で児童手当を受給していない方
・高校生年代までの子と、大学生相当年齢の子を
含め養育している子が合計3人以上になる方
※申請者が公務員の方は、職場へお問い合わせください。児
童手当も職場からの受給となります。
※制度改正後の児童手当の部分は遡って支給することがで
きます。
※詳細はお問い合わせください。

 市民課 国保･年金担当　☎32-5173

　国民健康保険に加入している方が、交通事故など第三者の行為によってケガなどをした場合も、保険
証等を使用して医療機関にかかることができます。
　ただし、その際は「第三者行為による傷病届」の提出が義務付けられています。
　ケガなどを治療するためにかかった医療費は、第三者（加害者）が本来負担するべきもので、一旦国民健
康保険が立て替えますが、あとで国民健康保険から第三者側（加害者や保険会社）に請求するからです。

第三者の行為によるケガ・病気とは？

交通事故にあった

他人の飼い犬に噛まれた
暴力行為を受けた
飲食店での食中毒にあった
スキー場での接触事故 など

こんなときは国民健康保険が使えません
・仕事中や通勤中の事故（労災保険の対象となります）
・飲酒運転や無免許運転などの不法行為（国民健康保険の給付が制限されます）

注意

　交通事故でケガをした場合、被害者に過失のない限りはその治療費は加害者が全額負担することが原則です。
従って保険証等を使って治療を受けたときは、国民健康保険が、本来加害者が負担すべき医療費を一時立て替え
て支払い、あとから被害者に代わって加害者に請求します。

●警察や救急に連絡 事故後の手続きのためにも、小さな事故でも必ず警察に連絡しましょう。
	 もちろん負傷者の救護を最優先し、必要に応じて救急車を呼びましょう。

●相手を確かめる 相手の連絡先や運転免許証、自賠責保険・任意保険などを確認しましょう。
	 安易にお金を受け取ったり、示談に応じたりするのはやめましょう。

●国民健康保険の窓口へ連絡 まずは市役所の担当窓口に、事故で受傷したことを電話連絡しましょう。
	 できるだけ早く必要書類を提出しましょう。

交通事故にあったとき

届け出に必要なもの（交通事故の場合）

提出いただいた書類をもとに、市（国民
健康保険団体連合）が第三者側（加害者
や損害保険会社）と連絡を取り、医療費
の請求などの交渉を行っていきます。

・第三者行為による被害届
・事故発生状況報告書
・交通事故証明書
・同意書　　・誓約書
・マイナンバーがわかるもの
・本人確認書類　・印鑑

日　時	 3月1日（土）午後1時30分〜3時30分
	 （受付	午後1時15分〜）
場　所	 塩山保健福祉センター
※二次元バーコードからお申し込みください。

体験内容
・抱っこ
・着替え
・おむつ替え

助産師からのおはなし
・生まれたばかりの赤ちゃんのこと
・お母さんの体の変化
・お父さんの育児参加

小松菜と高野豆腐のじゃこ炒め

　小松菜にはカルシウムが多く、
高野豆腐には鉄分も多く含まれて
います。冷めてもおいしいのでお
弁当のおかずにもオススメです。

おすすめコメント

玉宮・松里・井尻・神金・大藤地区の食生活改善推進員さんからのレシピです。
食改さんのおすすめレシピ

下ごしらえ
・小松菜は2cmくらいにザク切り。
・高野豆腐は水またはぬるま湯で戻し、やわらかくなった
ら水分をしぼる。半分に切り、厚さも半分にする。その
後2〜3mm位の拍子切りにする。それをボウルに入れ、
しょう油小さじ１を振りかけてもみこんでおく。

作り方
①ちりめんじゃこはフライパンでからいりして取り出してお
く。

②同じフライパンにサラダ油を熱し、しょうがを炒める。
③香りが立ってきたら、小松菜を炒める。
④小松菜がしんなりしてきたら、下味をつけた高野豆腐を加え
てさらに炒める。

⑤しょう油をまわしかけ、ちりめんじゃこを加える。
⑥火を止める寸前にごま油小さじ1をまわしかけて香りを立た
せたら出来上がり。

材料（2人分）
・小松菜･･･････････････････････････････････････１束
・高野豆腐･････････････････････････････････････２枚
・ちりめんじゃこ･･･････････････････････････１００ｇ
・しょうがみじん切り･････････････････････小さじ２杯
・サラダ油･･･････････････････････････････小さじ１杯
・ごま油･････････････････････････････････小さじ１杯
・しょう油（下味用）･･･････････････････････小さじ１杯
　　　　　（味付け用）･････････････････小さじ１〜２杯

11 10令和 7 年 2 月広 報 こうしゅう



地域みんなで支え合い
～地域の居場所の効果とは～

高齢者の助っ人

 甲州市社会福祉協議会　☎34-8195

 介護支援課 高齢者支援担当　☎34-5434

　JAGES（日本老年学的評価研究）プロジェクトの調査によると、同居以外の人との交流を毎日している方
と、週１回未満の方を比較すると、10年後に要介護2以上となるリスクが1.4倍になると言われています。
　そこで、介護予防や認知症予防の対策として“地域の居場所”が重要になっています。“地域の居場所”
とは、サロンや老人クラブ、茶話会など楽しく集まることができる場のほか、ご近所同士で気軽に無理な
くお話しができるような地域交流の場のことを言います。
　地域の居場所で人と交流することが、介護予防や認知症予防になるだけでなく、つながりが増え、自分
の役割や存在を感じることができ“生きがい”にもなります。

ふくしフォトコンテスト募集のお知らせ
　こうしゅうし地域みんなで支え合いフォーラム開催時にフォトコンテストを開催します。募集
テーマは『つながる』です。家族でつながる、友達とつながる、地域でつながる等、つなが
りを感じられる写真であればどのようなものでも構いません。
　詳細は、甲州市社会福祉協議会ホームページをご確認ください。
　応募いただいた写真は、全てフォーラム当日に展示します。

詳細はこちら

こうしゅうし地域みんなで支え合いフォーラムを開催します!
　今年度は「みんなの居場所」をテーマに開催します。地域の居場所の必要性やお住まいの地区や市内
にはどんな居場所があるか一緒に考えてみませんか。ご参加をお待ちしています。

日　時	 3月8日（土）午後1時30分〜3時30分
会　場	 甲州市民文化会館	1階	ホール
内　容	 ・講演「ともに生きていく〜人がとなり合う景色をつくる〜」
	 　一般社団法人ヒトナリ代表理事	ソーシャルハウス宝島	上田	潤	氏

	 ・対談「甲州市の今とこれから〜みんなの居場所編〜」
	 　市内で居場所の活動をしている方々によるクロストーク
主　催	 甲州市社会福祉協議会
後　援	 甲州市

申込不要・無料

生きがいづくり
支え合いの関係づくりにつながる

要介護2以上の
認定リスク

1.4倍

認知症発症
リスク

1.39倍
地域交流や友人との
継続した付き合い（居場所）

他者とのつながりが減少

退職や配偶者・友人
との離別等

 観光商工課 企画・交流担当　☎32-1000

ひな飾り展示会場
旧高野家住宅「甘草屋敷」／宮光園／信玄公宝物館／ドライブイン「信玄館」
ハーブ庭園旅日記／道の駅「甲斐大和」／JR東日本「塩山駅」／JR東日本「勝沼ぶどう郷駅」
甲州市役所市民ロビー／勝沼図書館
※各施設の開館状況を確認の上、ご来場ください。

催し物
まつりの期間中、来場者の方へのおもてなしとして、コンサートを開催します。ひな飾りを
見ながら、特別なひとときをお楽しみください！
※催し物の詳細は、市ホームページをご覧ください。

　甲州市の春を告げるイベント「甲州市えんざん桃源郷ひな飾りと桃の花まつり」を2月11日
（火・祝）から4月18日（金）にかけて開催します。
　市内10ヵ所でひな飾り展示が行われます。それぞれの会場で絢爛と輝く『お雛様』『つるし
飾り』をご覧ください。

甘草屋敷特産品販売所　☎33-5917
枯露柿の柚子巻きや甘酒、市の特産品を販売しています。ひな飾りを
ご覧になった後は、ぜひお立ち寄りください。

Information

第23回甲州市えんざん桃源郷ひな飾りと
桃の花まつり開催！

開催日時	 2月11日（火・祝） 午前10時～（開幕式 午前9時～）
 3月21日（金）午後5時～
会　場  旧高野家住宅「甘草屋敷」（甲州市塩山上於曽1651-15）
定　員  各日20名（先着順）※定員に達し次第締め切り

申込方法 電話またはLoGoフォームで氏名、住所、電話番号をご連絡ください。
観覧料  〈個人〉大人310円／小人200円　〈団体〉大人200円／小人100円

 ※3月21日（金）は無料

演奏者  窪田 礼子（箏）、正宗 さやか（箏）

甘草屋敷おもてなし演奏会	 要予約

申込はこちら

開催日時　2月22日（土） 〈午前の部〉午前11時～　〈午後の部〉午後2時～（2回公演）
会　場 　宮光園
観覧料 　〈個人〉大人200円／小人100円　〈団体〉大人100円／小人50円
定　員 　各部30名（先着順）※定員に達し次第締め切り

申込方法　電話またはLoGoフォームで氏名、住所、電話番号をご連絡ください。
駐車場 　宮光園北側駐車場またはシャトー・メルシャン協定駐車場をご利用ください。
出演・演奏者　川口　聖加（声楽家）、KaoLi（鍵盤＆声遣い）

 ※団体はいずれも20名以上

宮光園Springコンサート（第19回）	 要予約

申込はこちら

上田　潤 氏
（一般社団法人ヒトナリ代表理事）

自宅を住み開いた、ソーシャルハウ
ス宝島の島主。「人のつながりで社会
課題と向き合う」というコンセプト
で、フリースクールや若者サポート、
地域サロンや高齢者協働モデル開発
など、人がとなり合う景色をつくる
活動をしています。
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ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
オ
ブ
ザ
イ
ヤ
ー
と
は

　
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
に
関
わ
る
ユ
ニ
ー
ク
な
活
動
を
発
見
し
、
そ
の
取
り
組
み
を
多
く
の
人
に
周
知

す
る
こ
と
で
、
全
国
の
活
動
を
盛
り
上
げ
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
平
成
28
年
に
設
け
ら
れ
た
賞
で

す
。
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
の
発
展
に
寄
与
す
る
活
動
、
未
来
志
向
の
先
進
的
な
活
動
、
広
く
認
知
さ
れ

た
継
続
的
な
活
動
を
行
っ
た
個
人
ま
た
は
団
体
の
功
績
に
対
し
優
秀
賞
が
授
与
さ
れ
、
そ
の
中
か
ら

大
賞
が
選
ば
れ
ま
す
。

　1月11日から18日にかけて市や県の無形民俗文化財に指定されている小正月行事が各地域で披露され
ました。少子高齢化・担い手不足が進む中、文化財を守り引き継いでいくため、各保存会の方々が中心と
なって実施しており、先人から伝わる伝統行事に新しい年の家内安全・無病息災を祈願しました。

　1月11日、旧高野家住宅甘草屋敷で「一之瀬高橋の春駒」が披露されました。一之瀬高橋地区に伝わる小正月の行事で、
笛・太鼓・鉦によるお囃子と歌に合わせた駒踊りで構成されます。触れ太鼓が鳴り、道祖神場では春駒が舞われ、弁慶とい
うお祝いの儀式がされるなど、大いに賑わいました。県指定の無形民俗文化財として登録されており、平成21年からは甘
草屋敷で披露されています。

一之瀬高橋の春駒（県指定無形民俗文化財）

　1月12日、放光寺で「藤木道祖神祭太鼓乗り」が開催されました。上藤木・下藤木・西藤木の各地区から3基の大太鼓が放
光寺に集い、燃え上がるどんど焼きの炎を挟んで、向かい合った大太鼓の上に乗った役者が、歌舞伎の名場面を掛け合いで
演じました。今年は「安達原三段目」が披露され、役者が見えを切ると会場から拍手が起こり、アンコールにも応えていま
した。

藤木道祖神祭 太鼓乗り（市指定無形民俗文化財）

　1月18日、田野地区公民館で「田野十二神楽」の獅子舞
が披露されました。この神楽は今から360年ほど前から
始まったと伝えられています。「十二神楽」は、神楽の舞が
十二段にわたって構成されているところから名づけられ
ています。地域の方々が集まり、家内安全・五穀豊穣など
を祈りました。

田野十二神楽（県指定無形民俗文化財）

ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
オ
ブ
ザ
イ
ヤ
ー2024

大
賞
受
賞 

塩
山
図
書
館

本
を
通
し
た「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

人
を
通
し
て
本
を
知
る 

本
を
通
し
て
人
を
知
る

家内安全・無病息災を願い 小正月行事が開催

　
塩
山
図
書
館
が
、
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
オ
ブ

ザ
イ
ヤ
ー
の
優
秀
賞
に
選
出
さ
れ
た
中
か

ら
、
投
票
総
数
2
2
8
票
の
う
ち
最
多
得
票

と
な
り
、
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
オ
ブ
ザ
イ
ヤ
ー

の
大
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

知
的
書
評
合
戦

ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
と
は

　
ビ
ブ
リ
オ
は「
本
」、
バ
ト
ル
は「
戦
う
」。

ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
と
は
、「
本
」を
介
し
た
コ

ミ
ニ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム
で
す
。

①
バ
ト
ラ
ー（
本
の
紹
介
者
）が
面
白
い
と

思
っ
た
本
を
持
っ
て
集
ま
り
ま
す
。

②
バ
ト
ラ
ー
が
順
番
に
５
分
の
持
ち
時
間

で
お
す
す
め
の「
本
」
に
つ
い
て
発
表

し
ま
す
。

③「
本
」の
紹
介
の
後
に
は
、
観
戦
者
全
員
で

そ
の
紹
介
本
に
関
す
る
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン（
質
問
タ
イ
ム
）を
２
～
３
分
間
行
い
ま

す
。

④
全
て
の「
本
」の
紹
介
が
終
了
し
た
後

に「
１
番
読
ん
で
み
た
く
な
っ
た
本
」

を
参
加
者
全
員
で
選
び
、
一
番
支
持
を

得
た「
本
」
が『
チ
ャ
ン
プ
本
』
と
な
り

ま
す
。

県
内『
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
』の
先
駆
け

　
塩
山
図
書
館
で
、
平
成
26
年
に
第
１
回
大

会
が
開
催
さ
れ
、
令
和
６
年
で
10
周
年
を
迎

え
ま
し
た
。
開
催
当
初
は
、
県
内
で
の
実
践

例
が
少
な
か
っ
た
た
め
、
県
外
の
実
践
例
を

参
考
に
試
行
錯
誤
の
中
で
始
ま
り
ま
し
た
。

　
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
す
る
た

め
、
参
加
者
か
ら
本
の
テ
ー
マ
を
募
集
し
開

催
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
開
催
報

告
の
活
動
レ
ポ
ー
ト
を
作
成
し
館
内
や
市
内

の
学
校
で
周
知
し
た
ほ
か
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
で
も
公
開
し
、
広
く

紹
介
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
塩
山
図
書
館
の
大
会
へ
出
場
し
た
バ
ト

ラ
ー
の
中
に
は
、
全
国
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
大

会
の
チ
ャ
ン
プ
本
に
選
ば
れ
る
ほ
ど
の
活
躍

を
し
て
い
る
方
も
い
ま
し
た
。

　
県
内
外
で
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
の
活
動
を
す

る
方
た
ち
の
最
初
の
腕
試
し
の
場
と
し
て
も

支
持
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、市
内
の
小
・
中

学
校
で
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
の
説
明
や
実
践
な

ど
を
行
う「
出
張
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
」も
実
施

し
て
お
り
、こ
う
し
た
活
動
が
評
価
さ
れ
、今

回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。
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甲州市の「ホット」なできごとを紹介します！

　12月27日、塩山体育館でハンドボールクリニックを開催しました。本市出身の日本ハンドボールリーグに所属している選手らが
講師を務め、市内の小・中学生に技術指導を行いました。選手たちとの交流試合も行われ、日本トップ選手の技やスピード、力強さな
どを肌で感じ、参加した子どもたちは目を輝かせながらプレーしていました。

トップレベルを肌で感じる　甲州市ハンドボールクリニックを開催

　12月22日、甲州市民文化会館で、劇団四季ファミリー
ミュージカル「ふたりのロッテ」公演が行われました。
　例年クリスマスの時期に開催され、大好評の公演は今回も
満員御礼。出演者の表現豊かな演技と会場内に響き渡る歌声
に魅了され、最高潮の盛り上がりの中フィナーレを迎えると、
来場者はスタンディングオベーションで讃えました。

劇団四季ファミリーミュージカル
「ふたりのロッテ」公演

　12月23日、甲州市中学生エイムズ市友好親善訪問団報告会
を開催しました。10月12日から19日までの8日間、市内中学
校3年生20名が友好親善都市のアメリカ・エイムズ市を訪問
した成果を報告。生徒からは、アメリカの異文化に触れた驚
きや感動したことを報告したほか、ホストファミリーとの楽
しい思い出を成長した姿で伝えました。

エイムズ市友好親善訪問団
報告会を実施

　12月25日、地域おこし協力隊の委嘱式を行い、新たに隊員
となった光畑雄太郎さん、小山友輝さんに鈴木市長から委嘱
状が手渡されました。就農および地域農業の支援に特化した
「アグリトレーニー」として地域農業の活性化に向け、農業技
術や知識の習得を目指し、新たな担い手となれるよう活動し
ていきます。

地域おこし協力隊　
新たに2名の隊員を委嘱

　市では、耳の聞こえに不安がある方が安心して窓口をご利
用いただけるよう「軟骨伝導イヤホン」を設置しました。「窓口
係の声がよく聞こえない」、「大きな声で話して個人情報を聞
かれたくない」など、窓口での心配事を解消するために「聞こ
えにくい」をサポートします。利用希望の方は職員へお声が
けください。

「聞こえにくい」をサポートします
軟骨伝導イヤホンを設置

　12月24日、甲州市観光商工振興協議会は、勝沼ぶどうの丘でクリスマスコンサートを開催しました。コンサートでは、クリスマス
ディナーを味わいながらシンガーソングライター・伊東真紀さんらによる生の歌声や演奏を楽しみました。また、クリスマスイブのこ
の日、観光活気づけの願いを込めた花火の打ち上げが実施され、約300発の大輪が冬の夜空を彩りました。

聖夜に響く艶やかな音色と歌声　ぶどうの丘でクリスマスコンサート

　1月18日、塩山北中学校で塩山北中学校閉校記念事業「人文字集合写真撮影会」が実施されました。550名を超える地域の方などが
参加し「ありがとう塩山北中」および「校章」の人文字を作成し、ドローンで撮影したほか、校舎見学なども実施され、掲示されている写
真を見ながら当時を懐かしんでいる様子が見られました。

塩山北中学校閉校記念事業　人文字集合写真撮影会
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企業版ふるさと納税として 

温かな善意
ありがとうございます。

有限会社百花さま（中央市） 
三和防災株式会社さま（甲府市） 

2月28日（金）が納期限です。
お忘れにならないようご注意ください。

※口座振替の方は、2月28日（金）に振り替えます
　ので、前日までに残高をご確認ください。
※納税相談を税務課収納担当窓口にて随時行って
　います。

 税務課 収納担当　☎32-5074

固定資産税・都市計画税第4期・
国民健康保険税第8期の納期限について 

お
知
ら
せ

高
額
医
療・高
額
介
護
合
算
療
養
費

申
請
勧
奨
通
知
に
つ
い
て 

● 

高
額
医
療・高
額
介
護
合
算
療
養
費
制
度

と
は 

医
療
と
介
護
の
両
方
の
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
て
い
る
世
帯
の
負
担
を
軽
減
す
る

制
度
で
す
。
1
年
間
の
医
療
と
介
護
の

自
己
負
担
額
を
世
帯
で
合
計
し
、定
め
ら

れ
た
限
度
額
を
超
え
た
場
合
、そ
の
超
え

た
金
額
を
支
給
し
ま
す（
高
額
療
養
費
、

高
額
介
護（
予
防
）サ
ー
ビ
ス
費
と
し
て

支
給
さ
れ
た
金
額
は
、自
己
負
担
額
か
ら

差
し
引
い
て
計
算
し
ま
す
）。 

● 

支
給
対
象 

令
和
5
年
8
月
1
日
～
令
和
6
年
7
月

31
日
の
1
年
間
に
、医
療
と
介
護
の
両
方

に
自
己
負
担
額
が
あ
り
、そ
の
世
帯
で
の

合
計
額
が
所
得
区
分
ご
と
に
定
め
ら
れ

た
限
度
額
を
超
え
た
場
合
に
支
給
対
象

と
な
り
ま
す
。
該
当
す
る
世
帯
に
は
3

月
上
旬
に
申
請
書
等
を
郵
送
し
ま
す
。 

● 

申
請
方
法 

支
給
申
請
の
お
知
ら
せ
、
支
給
申
請
書
、

振
込
先
口
座
が
確
認
で
き
る
も
の
、身
分

証
明
書
等
を
持
参
し
、申
請
し
て
く
だ
さ

税
務
課
資
産
税
担
当
か
ら
の
お
願
い 

◎ 

家
屋
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い 

 

令
和
6
年
1
月
2
日
～
令
和
7
年
1
月

1
日
ま
で
に
家
屋
を
新
築（
増
築
）さ
れ

た
方
に
は
、評
価
額
算
出
の
た
め
家
屋
調

査
の
お
願
い
を
し
て
い
ま
す
。 

調
査
日
時
は
事
前
に
確
認
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。 

ま
た
、令
和
7
年
1
月
2
日
以
降
に
家
屋

を
新
築（
増
築
）さ
れ
た
方
は
、
翌
年
度

（
4
月
以
降
）に
家
屋
調
査
の
依
頼
を
し

て
い
ま
す
。
入
居
前
に
調
査
を
希
望
さ

れ
る
場
合
な
ど
早
め
に
調
査
を
ご
希
望

さ
れ
る
方
は
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
調
査
は
お
お
む
ね
1
時
間
程
度
か
か
り

ま
す
。） 

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

税
務
課 

資
産
税
担
当 

☎
32
‐
5
0
6
5 

令
和
7・8
年
度

甲
州
市
消
費
生
活
協
力
員
募
集 

 

市
で
は
、詐
欺
や
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
を
未

然
に
防
ぐ
た
め
の
普
及
啓
発
や
地
域
に

お
け
る
見
守
り
活
動
、相
談
窓
口
へ
の
取

次
ぎ
な
ど
、市
民
の
消
費
生
活
を
向
上
さ

せ
る
た
め
活
動
を
行
う
、消
費
生
活
協
力

員
を
募
集
し
ま
す
。 

● 

活
動
内
容 

 

詐
欺・消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
の
未
然
防
止
や

食
品
に
関
す
る
こ
と
な
ど
市
民
の
消
費

生
活
向
上
に
関
す
る
活
動 
 

市
が
実
践
す
る
研
修
会（
年
3
回
）や
啓

い
。 

● 

支
給
決
定
ま
で 

医
療
分
は
、申
請
か
ら
約
3
ヵ
月
後
に
医

療
保
険
者
が
決
定・支
給
し
ま
す
。
介
護

分
は
、医
療
分
決
定
後
に
、各
市
町
村
の

介
護
保
険
担
当
課
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。 

● 

申
請
の
時
効 

勧
奨
通
知
が
お
手
元
に
届
い
て
か
ら
2

年
間
で
す
。
お
忘
れ
の
な
い
よ
う
早
め

の
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

市
民
課 

国
保・年
金
担
当 

☎
32
‐
5
1
7
3 

令
和
6
年
分
公
的
年
金
等
の

源
泉
徴
収
票
が
送
付
さ
れ
ま
す 

 

令
和
6
年
中
に
老
齢
ま
た
は
退
職
を
支

給
事
由
と
す
る
年
金
を
受
け
と
ら
れ
た

皆
さ
ま
に
、令
和
6
年
分
と
し
て
支
払
わ

れ
た
年
金
金
額
や
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所

得
税
額
等
を
お
知
ら
せ
す
る「
令
和
6
年

分
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」が
送
付

さ
れ
ま
す
。 

「
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」は
、所
得

税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
の
確
定
申

告
の
際
の
添
付
書
類
等
と
し
て
必
要
で

す
。
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。 

● 

源
泉
徴
収
票
の
再
交
付 

源
泉
徴
収
票
の
再
交
付
は「
ね
ん
き
ん
ダ

イ
ヤ
ル
」で
受
け
付
け
ま
す
。 

基
礎
年
金
番
号
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
住

所
、
電
話
を
お
か
け
に
な
っ
た
方
の
氏

名
、ご
本
人
と
の
続
柄
、電
話
番
号
を
確

認
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

※ 

源
泉
徴
収
票
は
、日
本
年
金
機
構
に
登
録

さ
れ
て
い
る
本
人
の
住
所
宛
て
に
郵
送

し
ま
す
。 

発
活
動（
年
3
～
4
回
）に
参
加
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

● 

応
募
資
格 

 

市
内
在
住
の
20
歳
以
上（
令
和
7
年
4
月

1
日
現
在
）の
方
で
、消
費
生
活
問
題
に

積
極
的
に
取
り
組
む
意
欲
の
あ
る
方（
経

験
不
問
）。 

 

市
が
実
施
す
る
研
修
会
、啓
発
活
動
に
参

加
で
き
る
方
。

● 

募
集
人
数
　
若
干
名 

● 

任
期
　

2
年
間（
令
和
7
年
4
月
1
日
～

令
和
9
年
3
月
31
日
） 

● 

謝
礼
　
年
額
4
︐5
0
0
円（
研
修
会
の

参
加
に
要
す
る
経
費
な
ど
を
含
む
） 

 

3
月
3
日（
月
）ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

 

市
民
課 

市
民
協
働
推
進
担
当 

☎
32
‐
5
0
6
8 

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員
募
集 

 

市
で
は
、協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
積
極
的

に
推
進
す
る
た
め
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

推
進
委
員
を
募
集
し
ま
す
。
学
識
経
験

者
や
各
種
団
体
の
代
表
者
の
皆
さ
ん
と

一
緒
に
、協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。 

 

市
内
在
住
の
18
歳
以
上
の
方
で
、市
民
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
心
が
あ
る
方 

● 

募
集
人
数
　

5
名
以
内 

● 

任
期
　

2
年
間（
委
嘱
の
日
か
ら
令
和
9

年
3
月
31
日
ま
で
） 

 

所
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

※ 

電
話
に
よ
る
再
交
付
の
場
合
は
、送
付
ま

で
2
週
間
程
度
か
か
り
ま
す
。
お
急
ぎ

の
方
は
、近
く
の
年
金
事
務
所
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。 

● 

受
付
時
間 

 

月
曜
日

午
前
8
時
30
分
～
午
後
7
時 

 

火
～
金
曜
日

午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
15
分 

 

第
2
土
曜
日

午
前
9
時
30
分
～
午
後
4
時 

※ 

月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
、翌
日
以
降
の

開
所
日
初
日
に
午
後
7
時
ま
で
相
談
を

お
受
け
し
ま
す
。 

※ 

祝
日（
第
2
土
曜
日
を
除
く
）は
ご
利
用

で
き
ま
せ
ん
。

 

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

☎
0
5
7
0
‐
05
‐
1
1
6
5

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

☎
03
‐
6
7
0
0
‐
1
1
6
5 

（
0
5
0
で
始
ま
る
電
話
を
ご
利
用
の

方
）

 

甲
府
年
金
事
務
所

☎
0
5
5
‐
2
5
2
‐
1
4
3
1（
代
） 

国
民
年
金
保
険
料
の
支
払
い
は

口
座
振
替
が
便
利
で
す 

 
国
民
年
金
保
険
料
は
手
間
が
か
か
ら
ず
、

納
め
忘
れ
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
口
座

振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

ま
と
め
て
前
納
す
る
と
保
険
料
が
割
引

さ
れ
て
お
得
で
す
。
ま
た
、新
た
な
振
替

方
法
と
し
て「
2
年
前
納（
4
月
開
始
）」

が
追
加
さ
れ
ま
す
。 

● 

2
年
前
納 

初
回
振
替
時
に
、当
月
分
か
ら
翌
年
度
3

し
、担
当
窓
口
ま
で
、郵
送
ま
た
は
ご
持

参
く
だ
さ
い
。
応
募
用
紙
は
提
出
先
の

窓
口
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。 

● 

応
募
先 

〒
4
0
4
‐
8
5
0
1（
住
所
不
要
） 

市
民
課 

市
民
協
働
推
進
担
当 

● 

募
集
期
限
　

2
月
28
日（
金
）ま
で 

● 

選
考
　
書
類
審
査
を
行
い
、結
果
を
本
人

宛
て
に
通
知
し
ま
す
。 

 

市
民
課 

市
民
協
働
推
進
担
当 

☎
32
‐
5
0
6
8 

製
造
業
へ
の
就
職
者
の
奨
学
金
返
済

の
補
助
に
つ
い
て 

 

県
で
は
、県
内
の
機
械
電
子
産
業
の
企
業

に
就
職
す
る
方
に
対
し
、日
本
学
生
支
援

機
構
第
一
種
お
よ
び
第
二
種
奨
学
金
の

返
済
分
を
補
助
し
ま
す
。 

● 

補
助
金
額

日
本
学
生
支
援
機
構（
第
一
種・第
二
種
）

奨
学
金
被
貸
与
額
の
卒
業
前
2
年
分（
既

卒
者
は
卒
業
前
2
年
分
の
返
還
残
額
） 

※ 

大
学
院
生（
博
士
）の
場
合

　 

最
大
２
９
２
万
円
支
給 

 

①
大
学
、
大
学
院
な
ど
の
理
学
部・
工
学

部（
こ
れ
ら
に
準
ず
る
学
部
な
ど
を
含

む
）に
在
学
す
る
学
生 

②
県
内
企
業
へ
就
職
希
望
で
、大
学
や
大

学
院
な
ど
の
理
学
部・
工
学
部（
こ
れ
ら

に
準
ず
る
学
部
な
ど
を
含
む
）を
卒
業
後

3
年
以
内
の
方
の
う
ち
、県
外
の
企
業
に

就
職
し
て
い
る
方
ま
た
は
県
内
の
企
業

を
会
社
都
合
で
離
職
し
た
方 

● 

定
員
　
令
和
6
年
度
卒
業
予
定
者
お
よ

び
既
卒
者
　
20
名 

月
分
の
保
険
料
を
ま
と
め
て
振
替（
割
引

あ
り
） 

● 

2
年
前
納（
4
月
開
始
） 

初
回
振
替
時
か
ら
当
年
度
3
月
分
保
険

料
ま
で
は
、毎
月
末
日
に
1
ヵ
月
分
ず
つ

振
替（
割
引
な
し
）。
そ
の
後
、最
初
の
4

月
末
に
ま
と
め
て
24
ヵ
月
分
の
保
険
料

を
振
替（
割
引
あ
り
）。 

※ 

2
年
前
納
の
ほ
か
に
も
振
替
方
法
が
あ

り
ま
す
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。 

 

甲
府
年
金
事
務
所 

国
民
年
金
課 

☎
0
5
5
‐
2
5
2
‐
1
4
4
1 

令
和
7
年
度
卒
業
予
定
者
　
35
名 

● 

申
込
期
限
　

2
月
28
日（
金
）ま
で 

※ 

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

県 

労
政
人
材
育
成
課 

☎
0
5
5
‐
2
2
3
‐
1
5
6
2 

詳細はこちら

相

　談

相

　談

イ
ベ
ン
ト

イ
ベ
ン
ト

講
座
・
教
室

講
座
・
教
室

：内容   ：日付   ：時間   ：場所   ：対象   ：料金   ：持ち物   ：申込方法   ：問合せ ：内容   ：日付   ：時間   ：場所   ：対象   ：料金   ：持ち物   ：申込方法   ：問合せ

I n f o r m a t i o nI n f o r m a t i o n

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

市
外
局
番
は「
0
5
5
3
」

19 18令和 7 年 2 月広 報 こうしゅう



　4月2日（水）から次の通り変更となります。ご利用の皆さまにはご迷惑をおかけしますが、ご理解ご協力をお願いします。
甲州市交流保養センター「大菩薩の湯」の利用料金が変わります

市内 変更前 変更後 市外 変更前 変更後
市内大人　1日 520円 620円 市外大人　1日 1,040円 1,240円
市内大人　3時間以内 310円 370円 市外大人　3時間以内 620円 700円
市内小人　1日 310円 370円 市外小人　1日 520円 620円
市内小人　3時間以内 200円 240円 市外小人　3時間以内 410円 490円
市内大人回数券（1日） 5,200円 6,200円 市外大人回数券（1日） 10,400円 12,400円
市内大人回数券（3時間以内） 3,100円 3,700円 市外大人回数券（3時間以内） 6,200円 7,000円
市内小人回数券（1日） 3,100円 3,700円 市外小人回数券（1日） 5,200円 6,200円
市内小人回数券（3時間以内） 2,000円 2,400円 市外小人回数券（3時間以内） 4,100円 4,900円

〈利用料金改定内容〉 ※小学生未満は市内外ともに無料

令
和
７
年
度

交
通
災
害
共
済
加
入
受
付
開
始

 

加
入
者
が
交
通
災
害
に
あ
っ
た
場
合
に
、

被
害
の
程
度
に
よ
っ
て
見
舞
金
が
支
給

さ
れ
る
相
互
共
済
制
度
で
す
。

掛
金
は
一
人
に
つ
き
年
間
５
０
０
円
で
、

共
済
期
間
は
４
月
１
日（
中
途
加
入
の
場

合
は
、そ
の
翌
日
）か
ら
令
和
８
年
３
月

31
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

甲
州
市
に
住
所
を
有
し
、住
民
基
本
台
帳

に
記
載
さ
れ
て
い
る
方
な
ら
、ど
な
た
で

も
加
入
で
き
ま
す
。

ご
家
族
そ
ろ
っ
て
の
ご
加
入
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

 

市
民
課 

市
民
協
働
推
進
担
当

☎
32
‐
５
０
６
８

勝
沼
支
所
　
☎
44
‐
１
１
１
１

大
和
支
所
　
☎
48
‐
２
１
１
１

造
血
幹
細
胞
移
植
後
の

予
防
接
種
費
用
助
成
事
業
に
つ
い
て

 

造
血
幹
細
胞
移
植（
骨
髄
移
植
、
末
梢
血

幹
細
胞
移
植
お
よ
び
臍
帯
血
移
植
）を
受

け
た
方
を
、
感
染
症
か
ら
守
る
と
と
も

に
、感
染
症
の
発
生
お
よ
び
ま
ん
延
防
止

の
た
め
、移
植
後
に
医
師
が
必
要
と
認
め

る
予
防
接
種
の
費
用
に
つ
い
て
助
成
し

ま
す
。

 

次
の
す
べ
て
を
満
た
す
方

 

予
防
接
種
を
受
け
る
日
に
お
い
て
、市
内

に
住
民
登
録
が
あ
る
方

 

国
内
の
医
療
機
関
で
受
け
る
造
血
幹
細

胞
移
植
後
に
、予
防
接
種
を
行
う
こ
と
が

必
要
で
あ
る
と
医
師
が
認
め
て
、当
該
予

防
接
種
を
受
け
た
方

 

他
の
法
令
等
に
よ
り
、こ
の
制
度
に
よ
る

助
成
金
に
相
当
す
る
補
助
金
等
の
交
付

を
受
け
て
い
な
い
方

 

助
成
対
象
者
お
よ
び
助
成
対
象
者
と
同

一
世
帯
に
属
す
る
者
に
市
税
の
滞
納
が

な
い
方

● 

助
成
対
象
と
な
る
予
防
接
種

 

令
和
６
年
４
月
１
日
以
降
に
受
け
た
予

防
接
種

 

市
が
定
め
る
予
防
接
種（
対
象
の
予
防
接

種
に
は
、接
種
費
用
お
よ
び
接
種
回
数
に

上
限
が
あ
り
ま
す
。）

● 

申
請
方
法

 

予
防
接
種
を
受
け
た
日
の
翌
日
か
ら
起

算
し
て
１
年
以
内（
３
月
31
日
ま
で
に
受

け
た
予
防
接
種
は
２
年
以
内
）に
、必
要

書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

健
康
増
進
課
　

健
康
企
画・地
域
医
療
担
当

☎
32
‐
５
０
１
４

健
幸
ポ
イ
ン
ト
こ
う
し
ゅ
う

ポ
イ
ン
ト
獲
得
期
間
は

２
月
末
ま
で
で
す

 

昨
年
６
月
か
ら
実
施
し
て
い
る「
健
幸
ポ

イ
ン
ト
こ
う
し
ゅ
う
」の
ポ
イ
ン
ト
対

象
事
業
は
、２
月
末
ま
で
と
な
り
ま
す
。

ま
だ
50
ポ
イ
ン
ト
獲
得
に
満
た
な
い
方

は
、ポ
イ
ン
ト
を
貯
め
て
お
得
な
特
典
を

ゲ
ッ
ト
し
ま
し
ょ
う
！

● 

運
動
コ
ー
ス

 

あ
る
～
く
こ
う
し
ゅ
う
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る（
20
ポ
イ
ン
ト
）

 

地
域
の
運
動
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る

（
10
ポ
イ
ン
ト
）

 

い
き
い
き
健
幸
教
室
に
参
加
す
る

（
10
ポ
イ
ン
ト
）

 

勝
沼
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
ル
ー
ム
を
利
用
す
る

（
10
ポ
イ
ン
ト
）

● 

４
週
間
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ス

 

自
分
で
健
康
づ
く
り
の
目
標
を
決
め
、４

週
間
取
り
組
む

（
１
回
に
つ
き
最
大
30
ポ
イ
ン
ト
）

● 

食
コ
ー
ス

 

メ
ニ
ュ
ー
提
供
店
で
、野
菜
た
っ
ぷ
り
メ

ニ
ュ
ー・バ
ラ
ン
ス
メ
ニ
ュ
ー
を
食
べ
る

（
各
10
ポ
イ
ン
ト
）

 

食
生
活
改
善
推
進
員
さ
ん
の
食
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
す
る（
20
ポ
イ
ン
ト
）

● 

健
診
コ
ー
ス

 

健
康
診
断
を
受
け
る

（
20
ポ
イ
ン
ト
）

※ 

50
ポ
イ
ン
ト
達
成
で
、市
内
協
賛
店
で
使

え
る
５
０
０
円
券
が
も
ら
え
ま
す
。

※ 

１
０
０
ポ
イ
ン
ト
達
成
で
、
デ
ィ
ナ
ー

コ
ー
ス
券
の
抽
選
に
応
募
で
き
ま
す
。

※ 

詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
参
加

申
込
時
の
冊
子
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 

健
康
増
進
課
　

健
康
企
画・地
域
医
療
担
当

☎
32
‐
５
０
１
４

パブリックコメント
皆さまからご意見を募集します

意見を提出できる方　市内在住、在勤または在学の方／市内で事業等を営む方または計画に関して直接的な利
害関係を有する方　等

提 出 方 法　任意の様式に、住所、氏名、連絡先を記入の上、郵送、FAX、メール、持参のいずれかの方法
で提出してください。

※電話や口頭によるご意見は受け付けません。
※提出いただいたご意見は市の考えとともに公表します。　
※ご意見に対する個別の回答はしません。また、ご意見の原稿等は返却しません。　
※住所、氏名など個人に関する情報は公表しません。また、他の目的で使用することはありません。
※住所、氏名、連絡先のないものは受け付けません。

第3期甲州市子ども・子育て支援事業計画（案）
　市町村においては、国が定めた「子どもの最善の利益」が実現される社会を目指す基本指針をもとに、5年間の
計画期間における幼児期の教育・保育および地域の子育て支援の需給計画である「市町村子ども・子育て支援事
業計画」を策定するよう、子ども・子育て支援法に位置付けられています。現計画の期間が令和6年度末で終了
することから、令和7年度～11年度を期間とする次期計画（案）を作成しました。これに伴い、皆さまからご意見
を募集します。
●閲覧場所　市ホームページ／市役所本庁舎 1階 子育て支援課／勝沼支所／大和支所
●募集期間　2月13日（木）まで
●提出先　　・郵送　〒404-8501（住所不要）子育て支援課 こども支援担当　　・FAX 32-5079　 
　　　　　　・  kosodate@city.koshu.lg.jp　　・持参　子育て支援課、勝沼支所、大和支所

 子育て支援課 こども支援担当　☎32-5081

甲州市立地適正化計画（案）
　市では「甲州市立地適正化計画」（案）を作成しました。本計画は、甲州市総合計画、甲州市都市計画マスタープ
ランおよびその他市の諸計画と整合性を図りつつ、人口減少等の社会情勢に対応し、快適で利便性のあるコンパ
クトなまちづくりを推進し、持続可能な都市の構築を目指すため策定するものです。これに伴い皆さまからご
意見を募集します。
●閲覧場所　市ホームページ／市役所本庁舎 2階 建設課／勝沼支所／大和支所
●募集期間　2月3日（月）～17日（月）
●提出先　　・郵送　〒404-8501（住所不要）建設課 都市計画・まちづくり担当
　　　　　　・FAX 32-1818　　・  kensetsu@city.koshu.lg.jp
　　　　　　・持参　建設課、勝沼支所、大和支所

 建設課 都市計画・まちづくり担当　☎32-5072

第2次甲州市母子保健計画「すこやか親子こうしゅう」（案）
　安心して妊娠・出産・子育てができるとともに、親と子の心身の健康づくりを目的として母子保健計画を策定
しています。現計画の期間が令和6年度末で終了することから、令和7年度～18年度を期間とする次期計画（案）
を作成しました。これに伴い、皆さまからご意見を募集します。
●閲覧場所　市ホームページ／市役所本庁舎 1階 健康増進課／勝沼支所／大和支所
●募集期間　2月21日（金）～3月7日（金）
●提出先　　・郵送　〒404-8501（住所不要）健康増進課 健康づくり担当　　・FAX 32-3072　 
　　　　　　・  kenkouzoushin@city.koshu.lg.jp　　・持参　健康増進課、勝沼支所、大和支所

 健康増進課 健康づくり担当　☎33-7812

第4次甲州市地域福祉計画（案）
　地域福祉計画は、住み慣れた地域でだれもが安心して暮らせるよう、地域住民や事業者、関係団体、行政などが
お互いに協力し、支え合うための取り組みや仕組みづくりを推進するための計画です。現計画が令和6年度末
で終了することから、令和7年度～11年度を期間とする次期計画（案）を作成しました。これに伴い、皆さまから
ご意見を募集します。
●閲覧場所　市ホームページ／市役所本庁舎 1階 福祉総合支援課／勝沼支所／大和支所
●募集期間　2月20日（木）～3月7日（金）
●提出先　　・郵送　〒404-8501（住所不要）福祉総合支援課 重層的支援・地域福祉担当 　・FAX 32-5079
　　　　　　・  fukushisougou@city.koshu.lg.jp　 ・持参　福祉総合支援課、勝沼支所、大和支所

 福祉総合支援課 重層的支援・地域福祉担当　☎32-5027
 観光商工課 施設管理担当　☎32-5000
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知
ら
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ら
せ

市
外
局
番
は「
0
5
5
3
」
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凍結させないために…
 屋外にある蛇口に保温材や電熱線を巻くなど、水
道管を保温しましょう。

 メーターボックス内に保温材（布切れや発泡スチ
ロールを濡れないようにビニール袋に入れたも
の）を詰めて、メーター器を保温しましょう。

 長期間不在になるときは、水抜き栓を操作して水
道管の中の水を抜きましょう。

 対策ができないときは、少量の水を出すことで凍
結防止ができます。（水量に応じて水道料金も増
加しますので、ご注意ください。）

もし凍結してしまったら…
 水道管が凍結・破損したときは、甲州市指定水道工事
業者に修理を依頼してください。（工事業者一覧表は、
市ホームページをご覧ください。）

凍結から水道管を
守りましょう!

 上下水道課　☎32-5077

熱湯をかけると、水道管が破損する危険あり！

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

 

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
は
、認
知
症
の
ご
本
人

や
ご
家
族
あ
る
い
は
高
齢
者
を
介
護
し

て
い
る
ご
家
族
が
悩
み
や
不
安
を
話
せ

る
場
で
す
。
ま
た
、地
域
の
方
々
に
参
加

し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、認
知
症
や
介
護

に
つ
い
て
広
く
正
し
く
知
っ
て
い
た
だ

け
る
機
会
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
介
護

に
関
す
る
専
門
職
も
い
る
た
め
、介
護
や

認
知
症
に
つ
い
て
の
個
別
相
談
も
で
き

ま
す
。

 

２
月
13
日（
木
）毎
月
第
２
木
曜
日

 

午
前
10
時
～
正
午

 

甲
州
市
民
文
化
会
館 

２
階 

第
３
会
議
室

 

１
０
０
円（
飲
み
物・お
菓
子
代
）

 

介
護
支
援
課 

高
齢
者
支
援
担
当

☎
34
‐
５
４
３
４

社
会
福
祉
法
人
光
風
会 

光
風
園
　

☎
33
‐
７
５
１
１

浄
化
槽
の
適
正
使
用
に
つ
い
て

 

合
併
お
よ
び
単
独
浄
化
槽
の
管
理
者
は
、

所
有
者
ま
た
は
占
有
者
で
す
。
浄
化
槽

管
理
者
は
浄
化
槽
の
機
能
を
正
常
に
維

持
し
、適
正
な
放
流
水
質
を
確
保
す
る
た

め
に「
保
守
点
検
」「
清
掃
」「
法
定
検
査
」

が
浄
化
槽
法
に
よ
り
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
理
解
し
、

浄
化
槽
を
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う
。

● 

保
守
点
検

機
械
や
消
毒
液
の
点
検・調
整
を
行
う
も

の
で
、県
の
登
録
を
受
け
た
業
者
か
ら
浄

化
槽
の
種
類
ご
と
に
定
め
ら
れ
た
回
数

の
保
守
点
検
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま

～
県
内
の
日
本
遺
産
の
魅
力
を
伝
え
る
～

日
本
遺
産
パ
ネ
ル
展

 

近
代
産
業
遺
産「
宮
光
園
」に
お
い
て
、

文
化
庁
に
認
定
さ
れ
た
山
梨
県
内
の
日

本
遺
産
を
紹
介
す
る
パ
ネ
ル
を
一
堂
に

展
示
し
ま
す
。
日
本
遺
産
の
多
様
な
ス

ト
ー
リ
ー
、そ
の
魅
力
を
発
見
し
よ
う
！

● 

展
示
期
間

２
月
11
日（
火・祝
）～
４
月
18
日（
金
）

※ 

火
曜
日
は
休
館

（
祝
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）

 

宮
光
園
白
蔵 

日
本
遺
産
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン

タ
ー
内

 

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

（
午
後
４
時
受
付
終
了
）

 

個
人
　
大
人
　
２
０
０
円
／

　 

小
人・学
生
　
１
０
０
円

※ 

小
人
は
６
歳
以
上
20
歳
未
満

● 

対
象
の
日
本
遺
産

 

葡
萄
畑
が
織
り
な
す
風
景
～
山
梨
県
峡

東
地
域
～

 

星
降
る
中
部
高
地
の
縄
文
世
界
～
数
千

年
を
遡
る
黒
曜
石
鉱
山
と
縄
文
人
に
出

会
う
旅
～

 

甲
州
の
匠
の
源
流・御
岳
昇
仙
峡
～
水
晶

の
鼓
動
が
導
い
た
信
仰
と
技
、そ
し
て
先

進
技
術
へ
～

 

日
本
ワ
イ
ン
１
４
０
年
史
～
国
産
ブ
ド

ウ
で
醸
造
す
る
和
文
化
の
結
晶
～

 

生
涯
学
習
課 

文
化
財
担
当

☎
32
‐
５
０
７
６

 

宮
光
園

☎
44
‐
０
４
４
４

す
。

● 

清
掃

浄
化
槽
内
に
溜
ま
っ
た
汚
泥
等
の
引
き

抜
き
を
行
う
も
の
で
、市
で
許
可
を
受
け

た
業
者
か
ら
年
１
回（
種
類
に
よ
っ
て
は

２
回
）清
掃
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

● 

法
定
検
査

浄
化
槽
の
保
守
点
検・清
掃
が
適
切
に
実

施
さ
れ
、浄
化
槽
の
機
能
が
正
常
に
維
持

さ
れ
て
い
る
か
、放
流
水
の
水
質
が
基
準

を
満
た
し
て
い
る
か
な
ど
を
確
認
す
る

た
め
の
検
査
で
す
。
法
定
検
査
は
、浄
化

槽
法
に
よ
り
知
事
が
指
定
し
た
検
査
機

関（（
一
社
）山
梨
県
浄
化
槽
協
会
）に
依

頼
し
て
く
だ
さ
い
。

● 
水
洗
ト
イ
レ

下
水
道
や
浄
化
槽
で
し
尿
を
処
理
し
た

後
で
な
け
れ
ば
、そ
の
処
理
水
を
河
川
に

流
す
こ
と
や
地
下
に
浸
透
さ
せ
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
処
理
し
な
い
ま
ま
流

し
て
し
ま
う
と
法
令
違
反
に
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

 

環
境
課 

環
境
対
策
担
当

☎
33
‐
４
４
０
４

要
申
込
・
無 

料

県
央
ネ
ッ
ト
や
ま
な
し

メ
タ
バ
ー
ス
合
同
企
業
説
明
会

 

メ
タ
バ
ー
ス
空
間
を
活
用
し
た
圏
域
内

の
地
元
企
業
の
魅
力
を
紹
介
す
る
次
世

代
型
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
参
加
者
を
募

集
し
ま
す
。

※ 

圏
域
　
甲
府
市
、甲
州
市
、韮
崎
市
、南
ア

ル
プ
ス
市
、甲
斐
市
、笛
吹
市
、北
杜
市
、

山
梨
市
、中
央
市
、昭
和
町

要
申
込

上
条
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
塗
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

 

日
本
の
原
風
景
が
残
る
上
条
地
区
の
景

観
を
よ
り
良
く
す
る
た
め
、ガ
ー
ド
レ
ー

ル
を「
甲
州
ブ
ラ
ウ
ン（
景
観
配
慮
色・茶

系
色
）」に
塗
り
替
え
ま
す
。

 

３
月
８
日（
土
）　

※ 

雨
天
中
止

 

午
前
８
時
30
分
～
11
時
30
分

 

福
蔵
院
駐
車
場

 

無
料（
別
途
保
険
料
１
０
０
円
）

● 

定
員
　
１
０
０
名（
先
着
順
）

 

手
袋

※ 

汚
れ
て
も
よ
い
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

 

２
月
28
日（
金
）ま
で
に
電
話（
土・日・祝

日
を
除
く
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
）

で
、氏
名・住
所・電
話
番
号
を
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

※ 

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

生
涯
学
習
課 

文
化
財
担
当

☎
32
‐
５
０
７
６

要
申
込
・
無 

料

合
同
就
職
フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
す

 

各
企
業
ブ
ー
ス
で
の
企
業
説
明・各
種
相

談
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
ま
す
。
多
数
の

県
内
企
業
に
出
会
え
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

 

３
月
４
日（
火
）

 

午
後
１
時
～
３
時
30
分

 

ベ
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
甲
府

 

新
規
学
校
卒
業
予
定
者・一
般
求
職
者

 

３
月
６
日（
木
）

 

午
前
10
時
～
午
後
４
時

（
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く
）

 

圏
域
内
で
の
就
職
を
希
望
す
る
求
職
者

● 

参
加
企
業
　
圏
域
内
に
事
業
所
の
あ
る 

１
０
０
社
以
上

 

２
月
28
日（
金
）ま
で
に
特
設
サ
イ
ト
の

申
込
フ
ォ
ー
ム
か
ら

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※ 

メ
タ
バ
ー
ス
空
間
を
利
用
し
た
オ
ン
ラ

イ
ン
で
の
参
加
と
な
り
ま
す
。

 

甲
府
市 

産
業
部 

雇
用
創
生
課

☎
０
５
５
‐
２
３
７
‐
５
７
３
６

 

観
光
商
工
課 

商
工
振
興
担
当
　

☎
32
‐
５
０
９
１

文
化
財
の
定
期
的
な
点
検
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

 

昨
年
度
か
ら
、歴
史
的
な
社
寺
建
築
の
銅

板
が
盗
難
、破
損
さ
れ
る
事
件
が
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。
文
化
財
は
人
の
往
来
が

少
な
い
場
所
や
管
理
者
が
普
段
常
駐
し

て
い
な
い
な
ど
、日
常
的
な
管
理
が
困
難

な
場
所
に
あ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
文

化
財
は
国
民
共
有
の
財
産
で
す
。
所
有

者
、管
理
者
、関
係
団
体
の
皆
さ
ま
に
は
、

文
化
財
を
守
っ
て
い
く
た
め
に
も
、定
期

的
な
点
検
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

文
化
財
の
盗
難
、破
損
等
が
確
認
さ
れ
た

場
合
は
、速
や
か
に
所
轄
警
察
署
お
よ
び

生
涯
学
習
課
文
化
財
担
当
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

 

生
涯
学
習
課 

文
化
財
担
当

☎
32
‐
５
０
７
６

 

県
就
職
情
報
サ
イ
ト

「
や
ま
な
し
就
職
応
援
ナ
ビ
」

※ 

交
通
費
等
は
自
己
負
担
で
す
。

 

県
労
政
人
材
育
成
課

☎
０
５
５
‐
２
２
３
‐
１
５
６
２

山
梨
こ
と
ぶ
き
勧
学
院

令
和
７
年
度
　
学
生
募
集

 

新
た
な
生
き
が
い
づ
く
り
と
仲
間
づ
く

り
で
、健
康
で
活
力
に
満
ち
た
、地
域
に

貢
献
で
き
る
人
材
の
育
成
を
目
指
し
ま

す
。
シ
ニ
ア
の
生
涯
学
習
の
場「
山
梨
こ

と
ぶ
き
勧
学
院
」で
学
び
ま
せ
ん
か
。

● 

入
学
案
内・募
集
要
項
配
付

１
月
下
旬
か
ら
各
市
町
村
の
教
育
委
員

会
や
教
育
事
務
所
な
ど
で
配
付
予
定

● 

出
願
受
付
期
間

２
月
３
日（
月
）～
３
月
14
日（
金
）

● 

修
業
年
限

２
年（
１
年
間
で
25
講
座
実
施
予
定
）

 

山
梨
こ
と
ぶ
き
勧
学
院

● 

講
座
日

主
に
火
曜
日（
月
平
均
２
回
）

 

入
学
後
に
基
本
学
習
費
と
し
て

１
６
︐０
０
０
円（
予
定
）を
納
入

※ 

詳
細
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
山
梨
こ
と

ぶ
き
勧
学
院
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 

山
梨
こ
と
ぶ
き
勧
学
院

甲
府
方
面

☎
０
５
５
‐
２
３
３
‐
６
９
４
７

都
留
方
面

☎
０
５
５
４
‐
45
‐
７
３
３
５

　市の地域情報や魅力を発信している「甲州らいふ」に掲載いただける市内の飲食店・宿泊施設等を募集します。皆
さまの事業の一つひとつが地域情報であり魅力となります。たくさんのご応募をお待ちしています。 

 政策秘書課 地域未来戦略室　☎32-5037　  iju@city.koshu.yamanashi.jp

移住支援ポータルサイト「甲州らいふ」掲載事業者を募集しています

詳細はこちら

下記メールアドレスにリンク先のアドレスを貼付し、タイトルを「甲州らいふ掲載希望」としてご連絡
ください。
※リンク掲載のため、独自のホームページやSNS等があり適宜更新されている事業者の方に限ります。
※市外のお客様でも利用可能で、市の魅力発信に繋がるような業態であれば原則として業種は問いません。
※掲載にかかる費用は無料です。

応
募
方
法

申込はこちら

相

　談

相

　談

イ
ベ
ン
ト

イ
ベ
ン
ト

講
座
・
教
室

講
座
・
教
室

：内容   ：日付   ：時間   ：場所   ：対象   ：料金   ：持ち物   ：申込方法   ：問合せ ：内容   ：日付   ：時間   ：場所   ：対象   ：料金   ：持ち物   ：申込方法   ：問合せ

I n f o r m a t i o nI n f o r m a t i o n

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

市
外
局
番
は「
0
5
5
3
」
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有
料
広
告　結婚またはパートナーシップ宣誓（以下「結婚等」という。）を機に新生活を開始する世帯を対象に、経済的不安を軽減

できるよう、結婚等に伴う費用（住宅取得費用、住宅賃借費用、リフォーム費用、引越費用）の一部を補助します。

結婚等新生活支援補助金の給付について ～結婚等に伴う新生活を応援します～

 政策秘書課 政策調整担当　☎32-5064

補助対象世帯 	 令和6年1月1日～令和7年3月31日の間に結婚等をされたお二人で、
	 共に39歳以下かつお二人の合計所得が500万円未満の世帯
補助金の上限額 	 結婚等の日において、お二人のいずれも29歳以下の世帯／60万円
	 上記以外の39歳以下の世帯／30万円

申請期間 	 令和7年3月31日（月）まで
	 ※予算の上限に達した時点で受付を終了する場合がありますので、申請される方はお早めにお願いします。

申請方法 	 市ホームページまたは政策秘書課窓口にて申請書類を取得し提出
詳細はこちら

相

　談

要
予
約
・
無 
料

無
料
法
律
相
談

	

２
月
17
日（
月
）

	

午
後
１
時
30
分
～
５
時

	

市
役
所
本
庁
舎	

２
階	

第
１
会
議
室

	

甲
州
市
民

●	

定
員	

７
名（
１
名
に
つ
き
30
分
以
内
）

※	

２
月
５
日（
水
）午
前
８
時
30
分
～
14
日

（
金
）午
後
５
時
15
分
の
間
に
電
話（
土・

日・祝
日
を
除
く
）で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

※	

な
る
べ
く
多
く
の
方
に
相
談
機
会
を
設

け
る
た
め
、ご
利
用
は
原
則
、年
度
内
１

回
限
り
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

	

市
民
課 

市
民
協
働
推
進
担
当

☎
32
‐
５
０
６
８

予
約
不
要
・
無 

料

合
同
相
談

	

身
近
な
相
談
窓
口
と
し
て
毎
月
開
催
し

て
い
ま
す
。
行
政
、人
権
、家
庭
の
こ
と

で
お
悩
み
の
方
は
、こ
の
機
会
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

	

２
月
14
日（
金
）

	

午
後
１
時
30
分
～
３
時

	

市
役
所
本
庁
舎	

２
階	

第
１
会
議
室

	

甲
州
市
民

	

市
民
課 

市
民
協
働
推
進
担
当

☎
32
‐
５
０
６
８

要
予
約
・
無 

料

あ
ん
し
ん
相
談

	

閉
じ
こ
も
り
が
ち
に
な
っ
た
、
無
口
に

な
っ
た
、会
社
や
学
校
に
行
け
な
い
、家

族
関
係
や
友
人
関
係
が
う
ま
く
い
か
な

い
な
ど
、心
の
悩
み
や
不
安
を
中
心
と
し

た
相
談
に
応
じ
ま
す
。

	

随
時（
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。）

	

午
前
９
時
～
午
後
４
時

	

来
所
を
基
本
と
し
ま
す
が
、ご
事
情
に
よ

り
訪
問
等
の
対
応
も
行
い
ま
す
。
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

	

福
祉
総
合
支
援
課 

相
談
支
援
担
当

☎
32
‐
０
２
８
５
　

32
‐
５
０
７
９

要
予
約
・
無 

料

も
の
忘
れ
相
談

	

最
近
も
の
忘
れ
し
や
す
く
な
り
心
配
な

方
や
、気
に
な
る
症
状
が
出
て
き
た
家
族

へ
の
対
応
方
法
な
ど
、日
下
部
記
念
病
院

の
認
知
症
専
門
医
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

	

２
月
21
日（
金
）

	

午
後
１
時
30
分
～

	

市
役
所
本
庁
舎

	

２
月
18
日（
火
）ま
で
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

※	

毎
月
第
３
金
曜
日
に
開
設
し
て
い
ま
す
。

	

介
護
支
援
課 

高
齢
者
支
援
担
当

☎
34
‐
５
４
３
４

予
約
不
要
・
無 

料

勝
沼・大
和
地
域
行
政
相
談

	

行
政
へ
の
つ
な
ぎ
役
と
し
て
、行
政
相
談

委
員
が
身
近
な
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

こ
の
機
会
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

	

２
月
21
日（
金
）

	

午
後
１
時
30
分
～
３
時

	

大
和
ふ
る
さ
と
会
館	

２
階	

研
修
室
３

	

甲
州
市
民

	

市
民
課 

市
民
協
働
推
進
担
当

☎
32
‐
５
０
６
８

予
約
不
要
・
無 

料

特
設
人
権
相
談
所
開
設

	

人
権
擁
護
委
員
が
、い
じ
め
、親
族
間
ト

ラ
ブ
ル
、差
別
、配
偶
者
か
ら
の
暴
力
、児

童
虐
待
、ス
ト
ー
カ
ー
な
ど
人
権
に
関
わ

る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

※	

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

	

２
月
３
日（
月
）

	

午
前
10
時
～
午
後
３
時

	

市
役
所
本
庁
舎	

２
階	

第
１
会
議
室

	

甲
州
市
民

	

市
民
課 

市
民
協
働
推
進
担
当

☎
32
‐
５
０
６
８

予
約
不
要
・
無 

料

消
費
生
活
相
談

	

消
費
生
活
相
談
員
が
消
費
生
活
に
関
す

る
ト
ラ
ブ
ル（
電
話
詐
欺
や
架
空
請
求
、

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
等
）の
相
談
に
応
じ
ま

予
約
不
要
・
無 

料

こ
ど
も
家
庭
相
談

	

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
で
は
、こ
ど
も・

子
育
て
全
般
や
、児
童
虐
待
防
止
等
、家

庭
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
困
り
ご
と
の

相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

こ
ど
も
に
対
し
て
の
不
適
切
な
対
応
は
、

こ
ど
も
の
身
体
の
成
長
や
脳
の
発
達
に

影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。「
虐
待
か
も
…
」と

思
っ
た
ら
、こ
ど
も
を
救
う
た
め
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。「
あ
な
た
」の
勇
気
が
、

こ
ど
も
を
守
る
大
き
な
一
歩
と
な
り
ま

す
。

※	

連
絡
者
の
情
報
は
守
ら
れ
ま
す
。
匿
名

で
の
連
絡
も
可
能
で
す
。

	

随
時

	

子
育
て
支
援
課 

こ
ど
も
家
庭
相
談
担
当

☎
33
‐
２
２
０
３

32
‐
５
０
７
９

予
約
不
要

行
政
書
士
記
念
日
　無
料
相
談
会

	

２
月
22
日
の
行
政
書
士
記
念
日
に
ち
な

み
、無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
暮
ら

し
や
ビ
ジ
ネ
ス
に
関
す
る
困
り
ご
と
は

行
政
書
士
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

	

２
月
23
日（
日・祝
）

	

午
前
10
時
～
正
午
／
午
後
１
時
～
４
時

	

山
梨
県
立
青
少
年
セ
ン
タ
ー

第
２
研
修
室

	

山
梨
県
行
政
書
士
会

☎
０
５
５
‐
２
３
７
‐
２
６
０
１

す
。
お
困
り
の
方
は
、ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

	

甲
州
市
民・山
梨
市
民

◎ 

甲
州
市
会
場

	

２
月
12
日（
水
）／
19
日（
水
）／

26
日（
水
）

	

市
役
所
本
庁
舎	

１
階	

相
談
室（
市
民
課
内
）

◎ 

山
梨
市
会
場

	

２
月
７
日（
金
）／
18
日（
火
）／

25
日（
火
）

	

山
梨
市
役
所

◎ 

甲
府
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

	

月
～
金
曜
日	

午
前
９
時
～
午
後
４
時

（
水
曜
日
は
午
後
６
時
ま
で
）

	

甲
府
市
役
所
本
庁
舎	

４
階

	

市
民
課 

市
民
協
働
推
進
担
当

☎
32
‐
５
０
６
８

 

山
梨
市 

商
工
労
政
課 

商
工
労
政
担
当

☎
22
‐
１
１
１
１

 

甲
府
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
５
‐
２
３
７
‐
５
３
０
９

要
予
約
・
無 

料

甲
府
年
金
事
務
所
出
張
相
談

	

年
金
請
求
手
続
き
、年
金
受
給
者
の
死
亡

に
関
す
る
手
続
き
、
年
金
加
入・
納
付
記

録
の
確
認
や
年
金
額
の
計
算
な
ど

	
２
月
19
日（
水
）

	
午
前
の
部
　
午
前
10
時
～
正
午

　	
午
後
の
部
　
午
後
１
時
～
４
時

	

山
梨
市
役
所

※	

基
礎
年
金
番
号
が
確
認
で
き
る
も
の（
年

金
手
帳
、年
金
証
書
等
）お
よ
び
本
人
確

認
書
類（
運
転
免
許
証
等
）を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。
代
理
人
の
方
が
お
越
し
の
場

合
は
、委
任
状
と
代
理
人
の
本
人
確
認
書

要
予
約

休
日
無
料
法
律
相
談

	

平
日
は
忙
し
く
て
相
談
に
行
け
な
い
と

い
う
方
は
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※	

な
る
べ
く
多
く
の
方
に
相
談
機
会
を
設

け
る
た
め
、今
年
度
初
回
の
方
を
優
先
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

	

２
月
22
日（
土
）

	

午
前
９
時
～
午
後
０
時
20
分

	

勝
沼
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー	

１
階	

会
議
室

	

市
内
在
住
の
方

●	

定
員	

５
名

（
１
名
に
つ
き
40
分
以
内
）

	

２
月
３
日（
月
）午
前
８
時
30
分
か
ら
電

話
予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。

	

甲
州
市
社
会
福
祉
協
議
会

無
料
法
律
相
談
事
務
局

☎
34
‐
８
１
９
５

要
予
約

相
続
登
記
の
無
料
相
談
会

	

司
法
書
士
が
、
相
続
や
会
社
関
係
の
登

記
、土
地・建
物
の
名
義
変
更
、遺
言
、成

年
後
見
等
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

	

２
月
９
日（
日
）

	

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

	

街
の
駅
や
ま
な
し

※	

相
談
時
間
は
１
組
に
つ
き
40
分
以
内

※	

書
類
の
作
成
指
導
や
審
査
は
行
い
ま
せ

ん
。

※	

初
め
て
の
ご
相
談
に
限
り
ま
す
。

	

山
梨
県
司
法
書
士
会

相
続
登
記
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
５
‐
２
５
３
‐
２
３
７
６

類
が
必
要
で
す
。

※	

予
約
等
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、甲
府
年
金

事
務
所
へ
お
願
い
し
ま
す
。

	

甲
府
年
金
事
務
所

☎
０
５
５
‐
２
５
２
‐
１
４
３
１

障
害
者
差
別
に
関
す
る
相
談

	

「
こ
れ
っ
て
障
害
者
差
別
で
は
？
」「
障
害

者
の
方
に
ど
の
よ
う
な
配
慮
を
す
る
べ

き
か
？
」な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

	

福
祉
総
合
支
援
課
　
相
談
支
援
担
当

☎
32
‐
０
２
８
５

32
‐
５
０
７
９

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

イ
ベ
ン
ト

イ
ベ
ン
ト

講
座
・
教
室

講
座
・
教
室

：内容   ：日付   ：時間   ：場所   ：対象   ：料金   ：持ち物   ：申込方法   ：問合せ ：内容   ：日付   ：時間   ：場所   ：対象   ：料金   ：持ち物   ：申込方法   ：問合せ

I n f o r m a t i o nI n f o r m a t i o n

相

　談

相

　談

市
外
局
番
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申込はこちら

申込はこちら詳細はこちら

イ
ベ
ン
ト

要
申
込
・
無 
料

甲
州
市
国
際
交
流
の
集
い
２
０
２
５

「
吊
る
し
雛
づ
く
り
＆
餅
つ
き
体
験
」

参
加
者
募
集

 

外
国
出
身
の
方
に
日
本
の
伝
統
文
化
に

触
れ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
当
日
は
上
条

集
落
の
散
策
や
吊
る
し
雛
づ
く
り
、お
昼

ご
飯
に
お
餅
を
食
べ
る
予
定
で
す
。

※ 

ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

 

３
月
２
日（
日
）

 

午
前
10
時
～
午
後
２
時

（
午
前
９
時
45
分
受
付
開
始
）

 

上
条
庵

 

市
内
在
住・在
勤
で
外
国
出
身
の
方
お
よ

び
日
本
人
で
国
際
交
流
に
興
味
の
あ
る

方
● 

定
員
　
30
名

 

２
月
21
日（
金
）ま
で
に
二
次
元
バ
ー

コ
ー
ド
ま
た
は
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

※
締
め
切
り
を
過
ぎ
て
も
、定
員
に
余
裕
が

あ
る
場
合
は
受
け
付
け
ま
す
。
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

甲
州
市
国
際
交
流
委
員
会
事
務
局

（
市
民
課 

市
民
協
働
推
進
担
当
内
）

☎
32
‐
５
５
８
３

つ
な
が
る
じ
ゃ
ん
！

甲
州
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会
開
催

 

市
営
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
施
設
利
用
者
と
フ

リ
ー
ラ
ン
ス
事
業
者
等
が
本
市
で
交
流

す
る
こ
と
に
よ
り
、参
加
者
同
士
の
情
報

交
換
、
業
務
支
援
の
推
進
等
を
目
的
と

し
た
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

新
し
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
り
た
い
方

は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※ 

二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
か
ら
も
確
認
で
き

ま
す
。

 

政
策
秘
書
課

　 

地
域
未
来
戦
略
室

☎
32
‐
５
０
３
７

要
申
込

J
o
m
o
n
さ
ん
の
活
動

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
上
映
会

 

J
o
m
o
n
さ
ん
こ
と
雨
宮
国
広
さ
ん

の
活
動
を
追
っ
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

映
画「
J
o
m
o
n
さ
ん
が
や
っ
て
き

た
！〝
み
ん
な
の
ふ
ね
〟」を
上
映
し
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

 

３
月
８
日（
土
）

 

午
後
２
時
～（
午
後
１
時
30
分
開
場
）

 

勝
沼
市
民
会
館 

２
階 

大
会
議
室

 

大
人
１
︐０
０
０
円
／

　 

子
ど
も（
高
校
生
～
小
学

生
）５
０
０
円

 

映
画「
み
ん
な
の
ふ
ね
」実
行
委
員
会

☎
０
９
０
‐
５
３
８
８
‐
７
０
４
９（
榊
原
）

第
51
回
信
玄
公
祭
り

「
武
田
四
郎
勝
頼
隊
」参
加
者
お
よ
び

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
募
集

◎ 「
武
田
四
郎
勝
頼
隊
」

 

甲
冑
を
着
用
し
て
パ
レ
ー
ド
へ
ご
参
加

い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

 

４
月
５
日（
土
）

 

正
午
～
午
後
９
時（
予
定
）

● 

定
員
　
20
名（
先
着
順
）

 

２
月
３
日（
月
）～
28
日（
金
）の
間
に
電

話（
土・日・祝
日
を
除
く
午
前
８
時
30
分

～
午
後
５
時
15
分
）で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

◎ 
通
訳
案
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

 
お
祭
り
会
場
内
で
通
訳
案
内
を
し
て
い

た
だ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募

集
し
ま
す
。

 

４
月
５
日（
土
）

 

午
後
２
時
～
７
時
30
分（
予
定
）

● 

定
員
　
20
名

※ 

原
則
18
歳
以
上
70
歳
未
満
の
方

※ 

英
語
ま
た
は
中
国
語
の
通
訳
が
で
き
る
方

 

２
月
20
日（
木
）ま
で
に
申
込
フ
ォ
ー
ム
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ
ー
ル
で
、住
所
、氏
名
、

年
齢
、
性
別
、
電
話
、
対
応
可
能
な
外
国

語
、過
去
の
経
験
の
有
無
を

明
記
の
上
、お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

 「
武
田
四
郎
勝
頼
隊
」参
加
者

　 

大
和
支
所
　
☎
48
‐
２
１
１
１

 

通
訳
案
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

　 

信
玄
公
祭
り
実
行
委
員
会

　 

☎
０
５
５
‐
２
３
１
‐
２
７
２
２

０
５
５
‐
２
２
１
‐
３
０
４
０

shingen@
yam

akan-sk.jp

要
申
込

第
19
回
甲
州
市
長
杯
卓
球
大
会

 

２
月
24
日（
月・振
） 

正
午
～
開
会
式

 

塩
山
北
小
学
校 

体
育
館

 

市
内
在
住・在
勤
の
方
お
よ
び
ス
ポ
ー
ツ

協
会
卓
球
部
長
が
認
め
る
方

● 

試
合
形
式（
シ
ン
グ
ル
ス
）

 

男
女
、年
齢
、競
技
歴
を
考
慮
し
た
ハ
ン

デ
戦
に
よ
る
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
。

 

硬
式
球
を
使
用
し
、（
財
）日
本
卓
球
協
会

に
よ
る
新
卓
球
ル
ー
ル
を
準
用
。

 

１
試
合
を
５
ゲ
ー
ム
で
行
い
、３
ゲ
ー
ム

先
取
で
勝
ち
と
す
る
。

 

１
ゲ
ー
ム
を
11
本
先
取
と
し
、デ
ュ
ー
ス

と
な
っ
た
場
合
は
そ
こ
か
ら
２
本
先
取

で
１
ゲ
ー
ム
取
得
と
す
る
。

※ 

ハ
ン
デ
差
も
考
慮
し
ま
す
。

● 

申
込
締
切
日
　
２
月
14
日（
金
）

● 

主
催
　
甲
州
市
、甲
州
市
教
育
委
員
会

● 

主
管
　
甲
州
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
卓
球
部

 

甲
州
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
卓
球
部

☎
０
９
０
‐
５
５
０
０
‐
１
９
５
９

（
髙
野
浩
一
）

要
申
込

第
19
回
甲
州
市
体
育
祭
り

支
部
対
抗
ゴ
ル
フ
競
技

 

３
月
27
日（
木
）

 

塩
山
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部

 

市
内
在
住
の
方

 

プ
レ
ー
費
7
︐5
0
0
円（
セ
ル
フ・食
事

つ
き
）、参
加
費
3
︐0
0
0
円

● 

競
技
方
法

 

18
ホ
ー
ル
　
ス
ト
ロ
ー
ク
プ
レ
ー
　
ス

申
込
不
要
・
無 

料

甲
州
市
生
涯
学
習
推
進
大
会

 

「
と
も
に
学
び
あ
い・と
も
に
ふ
れ
あ
い・

と
も
に
支
え
あ
い
」を
テ
ー
マ
に
全
て
の

世
代
に
わ
た
る
生
涯
学
習
の
振
興
を
図

る
た
め
本
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

○ 

第
１
部
　
開
会
行
事

○ 

第
２
部
　
子
ど
も
た
ち
の
意
見
発
表

 

市
内
小
中
学
生
、塩
山
高
校
生
の
意
見
発

表
○ 

第
３
部
　
童
謡
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

 

地
区
公
民
館
、自
治
公
民
館
に
よ
る
童
謡

な
ど
の
合
唱
発
表

 

童
謡
コ
ン
サ
ー
ト

（
童
謡
歌
手 

若
林 

秀
和
氏
、

ピ
ア
ノ
　
八
谷 

晃
生
氏
）

ク
ラ
ッ
チ
競
技

 

各
支
部
成
績
上
位
者
５
名
の
合
計
ス
ト

ロ
ー
ク
と
す
る
。

 

使
用
テ
ィ
ー
　
男
子
レ
ギ
ュ
ラ
ー
、

　 

女
子
レ
デ
ィ
ー
ス（
年
齢
問
わ
ず
）

 

３
月
14
日（
金
）ま
で
に
各
支
部
ゴ
ル
フ

部
長
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

● 

主
催 

甲
州
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
、

　 

甲
州
市
教
育
委
員
会

● 

主
管 

甲
州
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
ゴ
ル
フ
部

 

生
涯
学
習
課 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
担
当

　 

☎
32
‐
5
0
9
8

　 

32
‐
2
8
3
7

要
申
込
・
無 
料

ク
ー
ル
ヴ
ェ
ル
ジ
ェ
か
つ
ぬ
ま
　

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
開
催

 

６
年
ぶ
り
に
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま

す
。
多
く
の
方
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

 

２
月
22
日（
土
）

 

午
後
２
時
～
３
時
30
分

（
午
後
１
時
30
分
開
場
）

 

勝
沼
市
民
会
館 

２
階 

大
ホ
ー
ル

● 

演
奏
曲
目

　 

と
な
り
の
ト
ト
ロ
、銀
河
鉄
道
９
９
９
、

　 

マ
イ
ウ
ェ
イ 

他

 

ク
ー
ル
ヴ
ェ
ル
ジ
ェ
か
つ
ぬ
ま

☎
０
８
０
‐
５
４
３
６
‐
０
５
０
７

（
団
長 

遠
藤
）

 

２
月
15
日（
土
）

 

午
後
１
時
～

（
午
後
０
時
30
分
開
場
）

 

甲
州
市
民
文
化
会
館
　
ホ
ー
ル

 

市
内
在
住・在
勤
ま
た
は
在
学・在
園
の
方

● 

主
催
　
甲
州
市
生
涯
学
習
市
民
協
議
会
　

● 

共
催
　
甲
州
市
教
育
委
員
会

 

観
覧
を
ご
希
望
の
方
は
、当
日
会
場
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

※ 

駐
車
場
ス
ペ
ー
ス
に
限
り
が
ご
ざ
い
ま

す
の
で
、で
き
る
限
り
乗
り
合
わ
せ
て
お

越
し
く
だ
さ
い
。

※ 

周
辺
道
路
へ
の
路
上
駐
車
、周
辺
施
設
へ

の
無
断
駐
車
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

 

甲
州
市
生
涯
学
習
市
民
協
議
会
事
務
局

（
生
涯
学
習
課 

社
会
教
育
担
当
内
）

☎
32
‐
５
０
９
７

申込はこちら

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

相

　談

相

　談

講
座
・
教
室

講
座
・
教
室

：内容   ：日付   ：時間   ：場所   ：対象   ：料金   ：持ち物   ：申込方法   ：問合せ ：内容   ：日付   ：時間   ：場所   ：対象   ：料金   ：持ち物   ：申込方法   ：問合せ

I n f o r m a t i o nI n f o r m a t i o n

イ
ベ
ン
ト

イ
ベ
ン
ト

市
外
局
番
は「
0
5
5
3
」
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内　　容 	 腰痛改善＆お腹のシェイプアップ

日　　時 	 3月15日（土）　午後7時30分～9時

場　　所 	 塩山体育館

対 象 者 	 市内在住者（中学生以上）

参 加 費 	 無料

申込方法 	 2月4日（火）～3月4日（火）の間にLoGoフォームまたは電話（月曜・休館日を除く
	 午前9時～午後5時）でお申し込みください。

定　　員 	 100名　※定員になり次第、受付終了

持 ち 物 	 飲み物（水分補給用）、タオル、体育館履き、ヨガマット
	 ※数量限定でヨガマットの貸し出し可（希望される方は申込時にお伝えください。）

講　　師 	 フィッツ所属インストラクター
	 ※小学生以下の方は保護者同伴であれば参加可。

	 ※当日体調のすぐれない方は参加をご遠慮ください。

　「寒い冬こそみんなで集まって運動しよう」をテーマに、ヨガで日ごろの運動不足を解消
しましょう。目指せ100人ヨガ！

 生涯学習課 スポーツ振興担当　☎32-5098

誰でも簡単ヨガ 塩山体育館で100人ヨガ!!

申込はこちら

申込はこちら

申込はこちら

講
座
・
教
室

要
申
込
・
無 
料

空
き
家
対
策
セ
ミ
ナ
ー
＆
個
別
相
談
会

 

空
き
家
所
有
者
や
不
動
産
に
関
す
る
悩

み
を
お
持
ち
の
方
を
対
象
に
、空
き
家
の

引
き
起
こ
す
問
題
、管
理
の
有
効
性
、相

続
、利
活
用
な
ど
に
つ
い
て
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
ま
す
。
セ
ミ
ナ
ー
後
に
は
個
別

相
談
も
行
い
ま
す
。

 

２
月
23
日（
日・祝
）

● 

テ
ー
マ

「
相
続
前
に
知
っ
て
お
き
た
い
空
き
家
の

リ
ス
ク
と
そ
の
対
処
法
」

● 

講
師

Ｎ
Ｐ
Ｏ
空
き
家
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

代
表
理
事 

有
江 

正
太
氏

 

市
役
所
本
庁
舎 

２
階 

第
１
会
議
室

 

午
後
１
時
～
２
時
30
分

● 

相
談
会

 

午
後
２
時
30
分
～
３
時
30
分

※ 

相
談
時
間
は
１
組
30
分
以
内

● 

定
員
　
４
組（
先
着
順
）

 

２
月
20
日（
木
）ま
で
に
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

※ 

オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
の
方
は
、申
し
込
み
後

に
参
加
用
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
配
布
し
ま
す
。

※ 

セ
ミ
ナ
ー
ま
た
は
個
別
相
談
会
の
い
ず

れ
か
の
み
の
参
加
も
可
能
で
す
。

 

政
策
秘
書
課 

地
域
未
来
戦
略
室

☎
32
‐
５
０
３
７

要
申
込

勝
沼
ぶ
ど
う
の
丘
施
設
案
内
ツ
ア
ー

親
子
テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
教
室

 

甲
州
市
で
育
つ
子
ど
も
た
ち
が
、将
来
正

し
い
マ
ナ
ー
で
食
と
ワ
イ
ン
を
楽
し
ん

で
も
ら
う
た
め
の
ツ
ア
ー
と
教
室
を
開

催
し
ま
す
。
本
格
的
な
洋
食
料
理
と
香

り
豊
か
な
ぶ
ど
う
ジ
ュ
ー
ス
を
味
わ
い

な
が
ら
、楽
し
く
テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
を
学

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

 

３
月
２
日（
日
）

 

午
後
1
時
30
分
～
3
時

 

市
内
在
住
で
小
学
校
４
年
生
以
上
の
児

童
生
徒
お
よ
び
そ
の
保
護
者

 

1
名
に
つ
き
１
︐０
０
０
円

 

勝
沼
ぶ
ど
う
の
丘

● 

定
員
　
10
名（
先
着
順
）

 

２
月
９
日（
日
）～
26
日（
水
）の
間
に
電

話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

 

勝
沼
ぶ
ど
う
の
丘

☎
44
‐
２
１
１
２

要
申
込

令
和
７
年
度
趣
味
の
グ
ル
ー
プ
活
動

事
業「
趣
味
の
教
室
」生
徒
募
集

 

市
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
方

● 

期
間

令
和
７
年
５
月
１
日
～
令
和
８
年
２
月

28
日
　
各
教
室
月
１
回

※ 

教
室
に
よ
り
開
催
回
数
は
異
な
り
ま
す
。

● 

定
員

各
教
室
で
異
な
り
ま
す
の
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

● 

教
室

要
申
込

フ
ラ
ワ
ー
バ
ト
ン
づ
く
り
講
座

 

か
わ
い
い
イ
ン
テ
リ
ア「
フ
ラ
ワ
ー
バ
ト

ン
」を
作
り
ま
す
。
大
切
な
人
へ
の
贈
り

物
に
も
最
適
で
す
。

 

３
月
１
日（
土
）

 

午
前
10
時
～
正
午

 

甲
州
市
民
文
化
会
館 

２
階 

第
３
会
議
室

● 

定
員
　
20
名（
先
着
順
）

 

市
内
在
住・
在
勤
の
方（
小
学
校
３
年
生

以
下
の
方
は
保
護
者
同
伴
）

● 

講
師
　
雨
宮 

美
香
氏

（
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
）

 
１
︐０
０
０
円

 
は
さ
み

 
２
月
５
日（
水
）か
ら
L
o
G
o
フ
ォ
ー

ム
、
電
話
ま
た
は
市
民
文
化
会
館
窓
口

（
月
曜・
休
館
日
を
除
く
午
前
９
時
～
午

後
５
時
）で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

 

生
涯
学
習
課 

公
民
館
担
当

☎
32
‐
１
４
１
１

要
申
込
・
無 

料

肺
活
量
U
P
！「
ボ
イ
ト
レ
」講
座

 

プ
ロ
の
音
楽
家
に
よ
る
ボ
イ
ス
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
と
笑
い
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
よ

り
、体
幹
と
横
隔
膜
を
鍛
え
て
、肺
活
量・

発
声
力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。
練
習
後

に
、季
節
の
歌
な
ど
を
歌
い
ま
す
。

 

３
月
７
日（
金
）

短
歌・
川
柳・
華
道・
大
正
琴（
入
門・
経

験
）・書
道・絵
手
紙・カ
ラ
オ
ケ

 

甲
州
市
民
文
化
会
館

 

１
︐０
０
０
円（
別
途
教
材
費・材
料
費
が

か
か
る
教
室
が
あ
り
ま
す
。）

 

２
月
３
日（
月
）～
３
月
14
日（
金
）の
間

に
申
込
書
を
甲
州
市
社
会
福
祉
協
議
会

へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

 

甲
州
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
34
‐
８
１
９
５

34
‐
９
２
７
０

要
申
込

あ
な
た
の
想
い
を
伝
え
る

遺
言
書
作
成
講
座

 

遺
言
書
の
基
本
的
な
内
容
か
ら
実
際
の

作
成
ま
で
、
分
か
り
や
す
く
説
明
し
ま

す
。
将
来
に
備
え
て
一
緒
に
学
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。

 

３
月
26
日（
水
）

 

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

 

甲
州
市
民
文
化
会
館 

３
階 

第
２
研
修
室

● 

講
師
　
名
取 

建
治
司
法
書
士

● 

定
員
　
20
名

● 

講
座
内
容

① 

遺
言
書
と
は

② 

遺
言
書
の
長
所・短
所

③ 

遺
言
書
を
作
成
し
て
み
よ
う

※ 

遺
言
書
作
成
キ
ッ
ト
を
使
い
作
成
し
ま

す
。

 

３
月
21
日（
金
）ま
で
に
電
話
ま
た
は
協

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

 

甲
州
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
34
‐
８
１
９
５

 

午
前
10
時
30
分
～
正
午

 

甲
州
市
民
文
化
会
館 

２
階 

大
会
議
室

● 

定
員
　
20
名（
抽
選
制
）

 

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤・在
学
の
方

（
高
校
生
以
上
）

● 

講
師
　
近
藤 

愛
氏

（
音
楽
教
室Am

our M
usicasa

主
宰
）

 

飲
み
物（
水
分
補
給
用
）、タ
オ
ル

 

２
月
４
日（
火
）～
14
日（
金
）の
間
に

L
o
G
o
フ
ォ
ー
ム
、電
話
ま
た
は
市
民

文
化
会
館
窓
口（
月
曜・
休
館
日
を
除
く

午
前
９
時
～
午
後
５
時
）で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

※ 

抽
選
結
果
は
、２
月
18
日（
火
）以
降
、当

選
さ
れ
た
方
へ
連
絡
し
ま
す
。

 

生
涯
学
習
課 

公
民
館
担
当

☎
32
‐
１
４
１
１

申
込
不
要
・
無 

料

市
民
公
開
講
座
開
催
の
お
知
ら
せ

 

テ
レ
ビ
等
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
名
字
研

究
家
の
髙
信
幸
男
先
生
を
お
招
き
し
、全

国
の
珍
し
い
名
字
、山
梨
県
だ
け
に
見
ら

れ
る
珍
し
い
名
字
の
お
話
な
ど
を
講
演

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

 
２
月
15
日（
土
）

 
午
後
２
時（
午
後
１
時
30
分
開
場
）

 

山
梨
県
立
文
学
館 

芸
術
ホ
ー
ル

 

山
梨
県
公
共
嘱
託
登
記

　 

土
地
家
屋
調
査
士
協
会

☎
０
５
５
‐
２
２
８
‐
１
５
１
５

要
申
込
・
無 

料

育
児
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

 

子
育
て
中
の
方
が
支
援
セ
ン
タ
ー
の
活

動
な
ど
に
安
心
し
て
参
加
で
き
る
よ
う
、

お
子
さ
ん
の
見
守
り
を
行
う
育
児
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

 

３
月
３
日（
月
）

 

午
後
１
時
30
分
～
３
時

 

塩
山
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー 

多
目
的
ホ
ー
ル
　

 

市
内
在
住
で
、子
育
て
支
援
に
興
味・関

心
の
あ
る
方

 

２
月
25
日（
火
）ま
で
に
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

 

甲
州
市
社
会
福
祉
協
議
会

　 

☎
34
‐
8
1
9
5

要
申
込
・
無 

料

市
民
公
開
講
座

「
感
染
症
に
負
け
な
い
。」

 

地
域
全
体
で
感
染
症
対
策
の
継
続
に
取

り
組
ん
で
い
け
る
よ
う
公
開
講
座
を
開

催
し
ま
す
。

 

３
月
16
日（
日
）　

 

午
後
１
時
～
２
時

 

山
梨
県
地
場
産
業
セ
ン
タ
ー 

か
い
て
ら
す

● 

演
題
　「
感
染
症
に
負
け
な
い
。」

● 

講
師
　
山
梨
大
学
医
学
部
感
染
症
学
講
座

特
任
教
授
　
井
上 

修
医
師

 

３
月
14
日（
金
）ま
で
に
二

次
元
コ
ー
ド
か
ら
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

 

山
梨
大
学
医
学
部
感
染
症
学
講
座

☎
０
５
５
‐
２
７
３
‐
９
７
８
７

申込はこちら

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

相

　談

相

　談

イ
ベ
ン
ト

イ
ベ
ン
ト

：内容   ：日付   ：時間   ：場所   ：対象   ：料金   ：持ち物   ：申込方法   ：問合せ ：内容   ：日付   ：時間   ：場所   ：対象   ：料金   ：持ち物   ：申込方法   ：問合せ

I n f o r m a t i o nI n f o r m a t i o n

講
座
・
教
室

講
座
・
教
室

市
外
局
番
は「
0
5
5
3
」
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か
き
す

け ホームページ https://www.lib-koshu.jp/

 日下部警察署　☎22-0110

塩
山
図
書
館 

☎
32
‐
１
５
０
５
／
勝
沼
図
書
館 

☎
44
‐
３
７
４
６
／
大
和
図
書
館 

☎
48
‐
２
９
２
１
／
甘
草
屋
敷
子
ど
も
図
書
館
／
☎
33
‐
５
９
２
６

お
問
い
合
わ
せ
先

Y A M A N A S H I  P O L I C E

日　時  2月22日（土）
会　場  甲州市民文化会館 2階 大会議室

〈午前の部〉午前10時30分～
ボランティア「きしゃぽっぽ」「絵本くらぶ」によるお話会
簡単に作れる工作をします。

対　象  乳幼児親子

〈午後の部〉午後2時～

『知的書評合戦ビブリオバトル IN 塩山 10周年記念大会』
①鈴木 有斗氏（ビブリオバトル普及委員会中部内陸

地区）による「やってみよう！ビブリオバトル」を
開催します。
持ち物  紹介してみたい本

②第36回「知的書評合戦ビブリオバトルIN塩山」
　歴代チャンプ本によるビブリオバトルを開催し

ます。
対　象  どなたでも
申込み  2月1日（土）午前10時～塩山図書館まで

詳細は甲州市立図書館ホームページで順次発表し
ます。

塩山図書館まつり

「おはなしのとびら」

図書館のお蔵がなぞなぞだら
けになっています。なぞなぞ
いくつ解けるかな。なぞなぞ・
クイズ・ふしぎをテーマにま
ちがいさがしやパズル、本の
展示がされています。

甘草屋敷子ども図書館

「企画展 なぞなぞの蔵part2」開催中！

日　時  3月8(土）午後2時～
会　場  甲州市民文化会館 2階
申込み  2月8日（土）～塩山図書館まで
持ち物  牛乳パック・はさみ・定規・鉛筆

塩山図書館 ワークショップ

「びっくりへび」

日　時  2月22日（土）午後6時15分～　
会　場  勝沼図書館　
定　員  50名
申込み  2月1日（土）午前10時～勝沼図書館まで

今年もこの時期がやってき
ました。ワイン醸造家さん
の話を聞く・資料を見る・味
を知る。勝沼図書館だけの、
スペシャルなイベントです。

勝沼図書館 ぶどうとワインの資料展連動企画

「産地ワインの夕べ」

1  夜間・休日にマイナンバーカード関係の手続きができます夜間・休日にマイナンバーカード関係の手続きができます 予約制 　
窓口受付日時 　毎週水曜日（午後7時まで）および2月9日（日）午後1時～5時

場　所 　市役所本庁舎 1階 市民課
受付内容 　マイナンバーカードの申請、交付、更新、暗証番号の再設定
予約方法 　希望日の前開庁日までに電話でご予約ください。（①～③共通）

2  『マイナンバーカード出張申請サポート』を行っています『マイナンバーカード出張申請サポート』を行っています 予約制  無料

　 対象者 　甲州市民で申請日から約2ヵ月以内に転出予定がない方
（1）75歳以上で外出が困難な方  （2）0～6歳までの未就学児
（3）障害者手帳等をお持ちの方   （4）介護保険の要介護・要支援認定を受けている方  等

訪問日時 　（1）月～金曜日（祝日を除く）午前9時30分～午後4時30分　（2）2月9日（日）午後1時～4時
◆注意事項

・希望日の1週間前までに電話で予約をお願いします。　・申請者本人が、訪問場所にいてください。
・身体を動かすことが困難な方は、介助者等の同席をお願いします。

3  勝沼・大和の申告会場で『マイナンバーカード出張申請受付窓口』を開設します勝沼・大和の申告会場で『マイナンバーカード出張申請受付窓口』を開設します 予約制
　カードの受け取りは、申請時に顔写真付きの本人確認書類をお持ちいただければ、ご自宅への本人限
定受取郵便による方法を指定することが出来ます。

日程および会場 　大和地域　2月13日（木）～19日（水）　　　大和公民館 1階 大会議室
　　　　　　　　勝沼地域　2月12日（水）～14日（金）、2月20日（木）～3月17日（月）　防災センター 1階 ロビー
　　　　　　　　　　　　　（17日は午前中のみ）  ※いずれの会場も土・日・祝日を除く ※予約が入った時間のみ待機します。

受付時間 　午前9時～11時30分／午後1時～4時 ※持ち物は、予約受付時にお伝えします。

マイナンバーカードに関するお知らせ

 市民課 住民記録・戸籍担当　☎32-5061

　2月21日（金）午後5
時～25日（火）午前9
時の間、コンビニ交付
サービスがご利用で
きません。

『出来立て！アップルパイ＆サツマイモ蒸しパン』
日　時  2月11日（火・祝）午後2時～
会　場  勝沼図書館 視聴覚室
定　員  20名（要申込）

今年度2度目の開催！造形作家のまるばやしさわ
こさんをお招きし、大人も子どもも楽しいワーク
ショップを行います。今回は本物そっくりの小さ
なアップルパイとサツマイモ蒸しパンを作っちゃ
いましょう！(工作なので食べられません。)

勝沼図書館
造形作家さわこさんの造形サロン

日　時  3月2日（日）午前10時30分～　
会　場  大和ふるさと会館 研修室2

図書館ボランティア「マジックポッケ」の皆さんに
よる、幼児から小学校低学年の皆さんへ贈る春の楽
しいおはなし会です。申込み不要。

大和図書館

マジックポッケ春のお話会

電話詐欺の被害防止
　令和6年中、最も多かった不審電話（電話詐欺に発展する電話等）は、国際電話番号から着信
し、自動音声ガイダンスで「あなたの電話が2時間後に使用できなくなります。詳しくは1を押
してください。」などというものです。1を押すと犯人につながり「未納料金があるので電子マ
ネーカードを購入して支払ってください。」や、「あなた名義の携帯電話が悪用されている。あな
たも犯人の疑いがある。」などと不安をあおられたりします。
　他にも、市役所や税務署をかたる犯人が「還付金を返金する。」と言ってATMに誘導し、他人
名義の口座にお金を振り込んでしまう還付金詐欺もあります。被害防止には、固定電話に国際
電話がかかってこないようにする国際電話利用休止申請が有効です。
※詳細はお問い合わせください。

 交通部運転免許課　☎055-285-0533　  同課都留分室　☎0554-43-4101

マイナンバーカードと運転免許証の一体化  全国で運用開始
運用開始日 	　3月24日（月）
一体化のメリット 	
1　住所・氏名の変更手続きがワンストップ化され、市町村に届け出れば警察への変更、届出
が不要。（マイナ免許証のみ）

2　更新時講習をオンラインで受講できる。（優良運転者・一般運転者のみ）
3　居住都道府県外の公安委員会の窓口で行う免許証の更新手続き（経由地更新）が迅速化さ
れ、経由地更新の申請ができる期間が延長される。

4　更新時の手数料が免許証と比べて安価。
※マイナ免許証の免許情報は、マイナポータルを経由して確認することができます。
　（警察施設であらかじめ署名用電子証明書を提出することが必要です。）
※マイナ免許証に関する手続き等の詳細はお問い合わせください。
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祝20歳
令和7年「甲州市20歳の出発」
祝20歳
令和7年「甲州市20歳の出発」

はたちはたち たびだちたびだち

※電話でお申し込みください。（土・日・祝日を除く午前8時30分～午後5時15分）

　各児童センター・親子館では２月も親子でふれあう活
動をします。ぜひご参加ください。
開館時間	 午前９時30分～午後１時30分（月～金）
利用できる方	 未就学児と保護者

※お誕生日イベントも常時開催しています。各館で手形、メダル、フォトス
タンドのプレゼントを用意しています。2月が誕生日のお友達、集まれ！
※詳細は、各館にお問い合わせください。

	塩山南児童センター　☎33-7900
	塩山北児童センター　☎33-7800
	東雲ふれあい親子館　☎44-3723

日程 イベント内容 場所

10日（月） ボールの日 塩山北児童センター

12日（水） 風船の日 東雲ふれあい親子館

28日（金） 新聞紙であそぼう 塩山南児童センター

25日（火）～27日（木） お絵かきハウス 各館

〒404-8501 山梨県甲州市塩山上於曽1085番地1　☎0553-32-2111　℻0553-32-1818　ホームページアドレス／https://www.city.koshu.yamanashi.jp　メールアドレス／ info@city.koshu.yamanashi.jp
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人口  29,078人（-54）  男  14,081人（-26）  女  14,997人（-28）  世帯数  13,086世帯（-20）2025.1.1現在 （　）内は前月比
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す
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人口と世帯

有
料
広
告

甲州市高齢者スマートフォン購入費
補助事業対象講座

要申込・無料

 総務課 デジタル推進担当　☎32-3700

スマートフォンの基本的な操作方法を学びます
日　時 	2月12日（水）午後1時30分～3時
場　所 	甲州市民文化会館	3階	第2研修室
日　時 	2月27日（木）午後1時30分～3時
場　所 	甲州市民文化会館	2階	第3会議室
定　員 	各回8名程度　 持ち物 	お持ちのスマートフォン
（貸出あり※お持ちでない方はご相談ください。）
※令和7年3月まで、毎月2コマ開催します。

甲
州
市
児
童
セ
ン
タ
ー・親
子
館

イ
ベ
ン
ト
情
報

予約
不要

選ぶ、楽しさ。
昭和堂

創業99年昭和堂
☎
甲州市塩山下於曽 1541-1（塩山バイパス通り）

定休日　水曜
営業時間　10：00～19：00

P有

有
料
広
告

有
料
広
告


